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１．議事日程 

  〔令和７年第２回安芸高田市議会６月定例会第７日目〕 

 

                             令和７年６月１６日 

                             午 前 １ ０ 時 開 議 

                             於 安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１６名） 

    １番    益 田 一 磨     ２番    佐々木 智 之 

    ３番    熊 高 慎 二     ４番    浅 枝 久美子 

    ５番    小 松 かすみ     ６番    南 澤 克 彦 

    ７番    山 本 数 博     ８番    新 田 和 明 

    ９番    山 根 温 子    １０番    児 玉 史 則 

   １１番    大 下 正 幸    １２番    熊 高 昌 三 

   １３番    宍 戸 邦 夫    １４番    金 行 哲 昭 

   １５番    秋 田 雅 朝    １６番    石 飛 慶 久 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ５番    小 松 かすみ     ６番    南 澤 克 彦 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１６名） 

  市 長  藤 本 悦 志  副 市 長  杉 安 明 彦 

  教 育 長  猪 掛 公 詩  危 機 管 理 監  神 田 正 広 

  総 務 部 長  新 谷 洋 子  総務部政策統括監  佐々木 満 朗 

  企 画 部 長  高 下 正 晴  市 民 部 長  内 藤 道 也 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  井 上 和 志  産 業 部 長  小 櫻 静 樹 

  建 設 部 長  佐々木   宏  消 防 長  吉 川 真 治 

  教 育 次 長  柳 川 知 昭  総 務 課 長  玉 井 郁 生 

  財 政 課 長  沖 田 伸 二  政 策 企 画 課 長  黒 田 貢 一 

 

 



【速報版】 

 

2 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  高 藤   誠  事 務 局 次 長  國 岡 浩 祐 

  総 務 係 長  日 野 貴 恵  主 事  實 村   崚 

  主 事  波多野 奈 美 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○石 飛 議 長  定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は16名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１  会議録署名議員の指名 

○石 飛 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において、5

番 小松議員、及び6番 南澤議員を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２  一般質問 

○石 飛 議 長  日程第2、先日に引き続き一般質問を行います。 

 一般質問の順序は、通告順といたします。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 7番 山本議員。 

○山 本 議 員  おはようございます。 

 本日は、身から出たさびと後でやゆされないように質問をしていきた

いと、こういうように思います。 

 通告どおり、順に沿ってやっていきたいと思います。 

 まず、最初に「開庁時間について」お伺いいたします。この3月に開

庁時間は9時開庁を維持すると全員協議会で報告がありました。広島県

内や中国地方の他の市町においても、9時開庁への傾向は、ごく一部を

除き、ほとんど見られません。地域社会においても、そのような傾向は

見られない、なぜ中国地方のトップを切ってされるのか理解できません。 

 したがいまして、次の点について伺います。 

 まず、1番目に、何の利点があって9時開庁なのか、よろしくお願いし

ます。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おはようございます。 

 山本議員の御質問にお答えいたします。 

 適切な労務管理による職員の働き方改革や開庁時間の変更により生ま

れた時間を有効に活用し、業務改善の時間として、今後の市民サービス

向上に向けた取組の推進を図ることができると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  何か利点らしいような話をされましたけど、そのことが市民にとっ
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て何の利益があるのかお伺いします。 

○山 本 議 員  2番目行きます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 今後、少子高齢化がますます加速をして、市職員も減少することが予

想される中、少ない職員数で必要な行政サービスを維持していくために、

これまでの業務の在り方を根本的に見直すとともに、職員の能力を最大

限発揮できる職場環境を形成していくことが求められていると思ってお

ります。 

 開庁時間の短縮により生み出された時間を有効活用し、生産性を向上

させていくとともに、既存事業の効率化によるコスト削減などを通じて、

市民サービスがより一層向上していくことにつながると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今の答弁を聞かせてもらって、ああ、そうか、市民の人がそういう

恩恵があるのかと、こういうふうに思えないのですけど。少子高齢化に

よって、何か言われたのですけど、ちょっと頭に入らなかったですけど

ね。 

 もうちょっと要約して、どこに市民の利益になるのかということを、

今のではちょっと理解できなかったので、要約して御説明してください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  8時半から9時の間に来庁されても窓口が開いてないということで、

これは直接的には市民の皆さんにとっては、その時間に来られた方にと

っては不便になる、サービスレベルの低下ということにはなると思いま

す。 

 しかしながら、いろいろな調査をした結果、そういった時間を求めら

れる方も少なかったという点、そして、今の状況で8時半から9時までの

職員の動き方を見ているときに、しっかりとした準備、あるいはミーテ

ィング、その日の仕事に向けた解決等に有効に使っている。 

 そして、8時半から9時までに来られた市民の皆さんにとっては、それ

は帰ってくださいでなく、どうしても必要な場合であれば対応もできる

という対応は取っておりますので、そういった観点からいっても、この

30分を、今、9時に開庁時間をしておりますけども大きな影響はないの

だろうという判断をさせていただき、この前の3月の全員協議会で当面

の間は、こういった形でいくということを説明をさせていただきました。 

 ただ、そのときも申し上げましたけども、これが未来永劫ではなく、

その後の状況をしっかりと見ながら、近隣市町の状況を見ながらという
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ところもありますので、ただ、近隣市町もこの年内に9時になる市町も

あるというふうに、この前の市長会議でも伺っておりますので、県内で

もそういう動きも出てきておりますし、中国管内でも何か所かがまた9

時を検討してるというか始めるということも聞いておりますので、世の

中の流れもそういったところもあると思いますので、そういったところ

を総合的に今後見させてもらいながら、いつかの時点では、また検討す

るときは来るかなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員 

○山 本 議 員  今、県内の近隣市町でそういった動きが始まったというふうに言わ

れたのですが、この3月のデータで出された全国の実施されたり試行で

やられたりする自治体は20というふうに、この間の説明会では20自治体

だというふうに出されましたですね。それ安芸高田市を含めて21なんで

す。 

 この中で9時からやってるというのを中国地方で見ましたら、安来市

が9時から5時まで、しかも、本庁、市民課、税務課だけがやっていると、

このような資料ですね。 

 鳥取県の江府町いうところ、これは8時半から5時までを試行でやって

いる。ちょっとこれ理解できなかったのですが、これも、うちの9時か

ら5時までの開庁時間、閉庁時間との参考として、ここはこういうこと

やっているのだと、こういうふうに出されてますね。 

 私が言いたいのは、御存じないかもしれませんが、全国の自治体が土

曜日を閉庁するということがあったんですね、土曜閉庁。これも民間企

業も土曜やりよると、社会全体が土曜日を休みにしないといけないと。 

 これはアメリカとの貿易交渉の中から出たというように聞いているん

ですけど、その土曜閉庁も全国で土曜日を休みにしてやっていかないと

いかんと、労働の在り方について社会を変えるんだと、こういうような

風潮があったと。 

 今、9時から5時までやろうというような全国的な風潮、私はないと思

うんです。しかも、そこにある税務署やなんかも8時半から、5時に閉庁、

国の機関もそういう状態にあって、働き方改革いうのは、ここ二、三年

言われて、そういう考えが出てきているんですけど、これが進んで、9

時開庁の5時閉庁いうのをやって、市民にひとつも利益がない思う。 

 来た人に聞くという話ですけど、当時、何で8時半を9時にするんかい

うて聞いたら、利用者が少ないというのが理由やった。利用者が少なけ

りゃ減らすんかいうたら、じゃあ、12時から1時までの休憩も、利用者

が少ないんだったらすぐやめりゃええじゃないか、こういうような話に

なる。やってくれ、やってくれ、小さな声があって、自治体として応え

てきたという経緯があるんですよ。 
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 今、耳に入らんかもしれませんけど、議会は9時開庁を認めたのかい

うのがあるんですよ。これ、全然、条例事項でないので、首長判断で時

間が決定される、議会の意向はひとつも反映されとらん。 

 市民から言うたら、議会はそれを認めとるんかと、こうなるんですね。

それはやっぱり8時半から5時までいうのが、社会通念上、そういう時間

帯で全自治体がやってきとる。ただ、その中で、今、1,717自治体ぐら

いになっとるらしいんですけど、そのうちの、本市を含めて21がやりよ

ると。それが全国的な傾向というふうには見れん。 

 やっぱり、全国8時半から5時まで、開庁時間は。勤務時間は5時15分

ですが、やっぱり元に戻すべきだと、こういうふうに思うんですが、い

かがでしょうか。 

○石 飛 議 長  山本議員にお尋ねします。 

 次の質問でしょうか。 

○山 本 議 員  市民に何の利益があるかという部分に関係してですね。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 杉安副市長。 

○杉安副市長  おはようございます。 

 今、山本議員の質疑で開庁時間についてというテーマですけれども、

先ほどおっしゃられましたように、3月21日の全員協議会で報告をさせ

ていただき、そのときにも、そういう同じような議論があったというふ

うに思っております。 

 私のほうはそのように理解しておるんですけれども、そのときからま

た数字を拾っていきますと、細かい数字になりますけど、20団体は今47

団体に増えておるということと、先ほど市長も言いましたように、県内

でも某町が、海田町って言ったんですかね。まだそこまでは名前がはっ

きり出てないんですが、県内でもその取組を始めようというところがあ

るやに聞いております。 

 どのように利点があるのかと、市民の利点だけ捉えると、それは8時

半が9時になったということは、一つはマイナスだろうというのは分か

ります。分かりますけれども、この間取り組んできて支障がないという

部分も把握してきておりますので、これは働き方改革であり、また、実

質的な時短ではなくて、勤務時間は変わってないのですけれども、それ

を、これから各市町が取り組まれるであろうというのは予見できますの

で、そんなに市民の方に大きく不利益をもたらすような取組ではないと

いうふうに今では思っておりますし、市民の皆さんも、ある程度、甘受

するというか、お認めいただいている状況、取組ではないかなというこ

とで我々は理解して、このまま進めたいと思っております。 

 市長も先ほど申し上げましたように、このまま絶対に変えないのかと

いうことはありません。 

 やはり、市民の方が、どうもこれは不便でしょうがないということが
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大きな声として言われるようになれば、それはやっぱり考えていかなく

てはいけない、全てのことについて、そうだろうと思いますので、今、

利点というふうにおっしゃいましたけれども、これに的確に答える言葉

がありませんけれども、今、申し上げた内容で御理解をいただけるので

はないかというふうに思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今、副市長は何を勘違いされているんでしょうか。 

 3月の全員協議会でこの資料を出して議論したいう。議論なんかして

おりませんよ。一方的に説明を聞いて、質疑があれば質疑をするだけで

ね、意見は言えんのですよ。議論にはならんじゃないですか。こういう

ふうにするけえ、しばらく、このままやりますよと言うだけだ。今の話

を市民が聞いたら、市会議員聞いとるじゃないかと、議論をして認めと

るじゃないかと、こういうような結論になりますよ。それはちょっとこ

らえてくださいよ。 

 私から言えば、この8時半が9時に変わって5時に終わるいうの、5時に

終わるのはしょうがないと思う。それは5時に終わらにゃいけん。8時半

が9時に変わって、じゃあ、誰が我慢して、誰がその恩恵に被っている

のかと言うたら、職員が恩恵を被って市民は我慢しとるという構図が、

私は見えて当たり前じゃ思うんですよ、私はそがに見える。 

 市民が我慢して職員がその恩恵を被るような制度を、社会が、随時、

そういうふうになってきよるんじゃけ、それまで様子を見ると。じゃあ、

その間ずっと市民我慢せえと、こういうことを言われとるんで、そこら

のところどういうふうにお考えなんですか。 

 2番の市民に何の利益があるのかいうところを聞かせていただきより

ます、お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  山本議員さんのおっしゃる意見が市民の中にあるということも承知

の上で、今回、いろんな調査をして一応の方向性を出したように私は思

っております。 

 ですから、この流れというか思いが本当大きくなって、どうしても変

えてくれという市民の皆さんの思いがこっちに上がってくれば、それは

しっかりと対応していきたいなと思っておりますが、今のところ、客観

的なデータを取らせていただいた中で、前市長のときからこれが始まっ

たわけですけども、そういったのを検証する中で、一応続けていこうと

いう判断をさせていただいておりますので、これがどうしてもいけんと、

市民の皆さんの中で困っているという大きな流れができますと、そのと

きはまたしっかりと意見を伺わせていただき、判断をしていきたいなと
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思っております。 

 それが、先ほど来繰り返しております、この決定が未来永劫ではない

ということであります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  未来永劫ではないいうて言われるんですけど、今の市長の答弁を聞

きよったら、大きな反対運動ができたら考えますいうて回答されたよう

なものですよ。 

 そういうやり方を、なし崩しに、声が出てこにゃ、このままずるずる

ずるずるいこうと、こういう一番汚い行政のやり方、これ問題じゃ思う。 

○石 飛 議 長  山本議員に忠告します。 

 言葉を気をつけて質問してください。 

 汚いやり方という言葉は、ちょっと質問の中にはふさわしくない言葉

だと思います。気をつけて質問してください。 

○山 本 議 員  はい、分かりました。 

 それでは、②番の市民への利益というのは、もうはっきり言って理解

できるような回答でありませんでした。 

 いろいろ言わせてもらいましたけど、③番も、今から移っていきたい

と思うのですが、その考えはないかということは、今、様子を見させて

くれと、こういう話だったのですね。 

 ここ、①②③を含めて、9時開庁の問題について意見を言わせていた

だきたいと思うのです。 

 それで、我々が今言われとるのは、議会はこの9時開庁を認めとるん

かと、これなんですよ。異議がある人、市民の人から言えばですね。そ

の場面いうのは1回もない。異議を言うて、これやるべきじゃないと、

一般質問以外しかないんですよ。 

 提案なんですけど、この8時半から5時という、今、うちが実施してい

るのは9時から5時なのですけど、この開庁時間を今度の9月に条例で提

案していただきたい。そしたら議会の意向というのははっきりすると思

う。そういう気はありませんか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 杉安副市長。 

○杉安副市長  ③番目の質問でしょうか。②番ですか。 

○山 本 議 員  今言ったように③番を答弁してもらったんで、①②③を含めて。 

○杉安副市長  条例のことですね。まず、条例事項に適合するようなものかどうかと

いうのは検討が必要だと思いますので、ここで即答はできかねます。 

 それと、先ほど言われました中の、じゃあ、議会は認めてないのでと

いうことですよね。 

○山 本 議 員  その場面はない。 
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○杉安副市長  ですから、議会は認めてないというのが議会の総意。今おっしゃら

れたような気がします。 

 続けますと、あのときに説明をして確かにいろいろ意見を聞かせてい

ただきまして、最後には、この形を継続させていただきますというふう

に報告を終わったと思います。 

 その後も、じゃあ、どうだったかといいましても、市民の方も特に、

もう不便でやれんけん元に戻すべきだという声も大きく聞こえてきませ

んし、議会の方でもそれを取り上げて、例えば調査をする、委員会をす

るとかいうこともなかったように思いますので、私どもは、その後、こ

れは報告で皆さん理解をしていただいたのだなというふうに今日まで思

っておりますので、条例事項にするかどうかの即答は避けますけれども、

そういう思いを執行部のほうは持っております。 

 認めていただいたという言葉が適切でなければ、その言葉も使わずに、

特にそのときに報告はスムーズに終わったという理解をしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員 

○山 本 議 員  議会では、あの報告があっただけで、それに対して質疑があればし

ただけで、認める認められんという決定的な場面いうのは一つも過去あ

りませんよ。それだけは頭に入れとってください。 

 条例、庁舎管理条例とか、それから職員の勤務時間条例とか、そこら

へ挿入することは考えられると思うんです。 

 議会の態度を示すという意味じゃ、条例化してもらわにゃ、市民から

見たら議会が認めとるんじゃと、こういうことになるということを頭に

入れて、9月の定例会に向けて、その結論を、我々の考えを表舞台に上

げるために、9月の定例会に向けてどうするということをやっていただ

きたいと思います。 

 しばらくの間、この状態で、9時開庁でいかしてくれと、その間、様

子見よると、いつの時点がゴールになるのでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  今の時点で何月何日というゴールを定めたものはありませんが、先

ほど来言いますように市民の思いですので、そういったところがしっか

りと伝わるようになる雰囲気は多分あると思います、この時点で。 

 そういったときに考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  私が考えるのに、区切りがあるんですよ。 

 市長、去年7月に就任されました。その時点では、これは10月1日から
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開庁時間を変えてじゃなと、こういうふうに思ったんです。それは内部

での調整、いろいろな意見を聞いてやらなにゃいけんという、そういう

姿勢があって、ちょっとこのままでいくんじゃというように結論を言わ

れたよったような気がするんです。 

 次は1月1日やったですね。年が変わるときに、これは変えてかも分か

らん。もしかしたら今度は4月1日の年度変わりに変えてだろうというふ

うに思うてきたんじゃが、そのままずるずるきましたですね。 

 もう、変えるなら10月1日以外にないと思う。それを過ぎたら、もう

変えるチャンスはないと思うんですよ。その間、しっかり考えていただ

いて、また後の中学校の統合と関連するのですが、この問題は、市民の

理解を得るために、市長自らが地域へ出向いていって、なぜ今やらんの

か、こういうことを言われるべきじゃというふうに思います。 

 意見だけ言うて終わらせていきたいと思うのですが、中学校の問題も

あるので、それらと併せて次の質問に入っていきたいと思います。 

 次に、「中学校統合について」、市長はこの3月に中学校統合を1校に

すると発表されましたが、その間、市民や保護者、当事者である生徒と

意見交換を行い、直接意見を聞いた中での市長の結論であると理解して

おります。 

 このことについて、次のとおり伺います。 

 市民の理解を得ることを目的に、市長自ら行う市民説明会を開催する

必要があると思うが、その考えはありますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  中学校統合問題については、山本議員が御紹介いただいたような経

緯をたどって、1校新築という案というか結論を出させていただきまし

た。それが正式に教育委員会のほうで決定をなされ、素案が計画という

ことになっております。 

 この間、繰り返しになりますけど、対話集会で、地域の皆さん、ある

いはＰＴＡの皆さんの御意見をしっかりと受け止めさせていただいて結

論を出したことになっております。 

 そして、市にとっても大きな決断ですので、当然、このことについて

は市民の皆さんに、また丁寧にお返しをしていく場を設定しようとは思

っておりました。 

 現在、7月1日美土里町、7月2日向原町、7月8日高宮町、7月9日甲田町、

7月10日八千代町、7月13日吉田町のクリスタルアージョで、計6回、こ

の報告会をするように近々広報等をする予定でおります。 

 この対話集会全てを、こういった報告会で持っていくかというのはま

た別として、今回のこの案件については大きな問題でありますので、し

っかりと皆さんのほうに、また私の思いをお返ししたいということで6

回ほど計画をさせていただいております。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  はい、安心しました。 

 聞くだけ聞いて、結論を出して、その結論はどうしてかという、その

中身をやっぱり市民は知りたいと思うんです。安心しました。やられる

ようにしているので、よろしくお願いします。 

 このときに、先ほど言いました1番の開庁時間、これも市民にとって

は大きな問題なんだ。声なき声がある。これも含めて、やっぱり開庁時

間も議会で説明された、それ以上のものの考えを市民さんの理解を得る

ために話をしていただきたいと思うのです。 

 さっき、1の質問のときに、次に中学校があるのでと言ったのはそこ

なんです。そこはどういうふうにお考えでしょうか。併せて言うていた

だきたいというのが私の希望です。 

○石 飛 議 長  一問一答になっていますでしょうか。 

 質問が一区切り、1項目が終わって、それをまた重ねていくというの

は。中学校統合だけの質問にとどめていただきたいと思うんですが。 

○山 本 議 員  1の質問したときに、次の関連に進んでいって、次に行きますと言い

ましたので。 

○石 飛 議 長  市長の方で、できれば答弁をお願いします。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど紹介した6回の対話集会は、当然、テーマは中学校統合に対す

る報告ということになっております。 

 しかしながら、その他とか、せっかくの機会なので、皆さんと他にあ

りませんかというのは通常行っておりますので、その中で、その議題。

ただ、来ておられる市民の皆さんが何人かにもよりますけども、その意

見をもって、じゃあ、方向を変えるということはないことだけは申し添

えておきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員に申し上げます。一問一答方式で、通告どおりに進めていた

だければと思います。 

 よろしくお願いします。 

○山 本 議 員  明快な回答をいただきまして安心しました。 

 我々が理解する以前に、市民の人も理解をしてもらわなにゃいけませ

ん。市長自らそういう場で言うていくというようなことを言われたので、

安心しました、よろしくお願いします。 

 じゃあ、次に②に行きたいと思いますが、中学校廃校によって5校の

跡地ができますが、それらの跡地については、開校準備と併せて有効利

用を目指す必要があろうと思います。開校はもちろん大変な取組だと思
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いますけど、跡地についても、廃校になって考えるのじゃなくて、閉校

に向けて取り組んで、閉校になる地域、ここはこういうふうなことをや

っていきたいんだというようなめどが立てられるぐらいに併せてやって

いくべきじゃないかというふうに思います。 

 その辺で取組をどのようにお考えなのか、お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 跡地利用については、小学校の跡地も含めて市民の皆さんにとっては

とても関心の高い課題だと思っております。 

 山本議員のおっしゃるとおり、開校と同時に旧跡地の校舎がこのよう

に活用できるということで同時スタートできるのが、それは理想だとは

思っておりますけども、当然、それに向けてできるように、今後、準備

委員会等でしっかりと開校に向けての準備も併せて、跡地利用のところ

の意見も、せっかく出ていただく市民の皆さんの委員会ですので、しっ

かりとその辺は議論しながら、活用案があれば、その方向に向けていき

たいなとは思っております。 

 中学校統合によって開校する学校施設については、これまで閉校した

小学校、これも民間提案制度として今募集をかけておりますけれども、

同じく民間提案制度を活用するなどして、市長部局と教育部局がしっか

りと連携をして、方向性を出していきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今、答弁いただいたのですが、その方向でしっかり進めていただい

て、この間の組織改編で政策担当というのを設けられましたですね。そ

こらもフルに活用して、こういうものをやられたらというふうに思いま

す。我々も夢のあるような、先が希望を持てるような取組にしていただ

きたいと、このように思います。 

 次に行きたいと思います。 

 「損害賠償請求に係る求償権の行使について」でありますが、このた

び、同僚議員の名誉毀損事件について、裁判では、当時の市長が市長職

として名誉毀損を行ったとし、市に損害賠償を支払う旨の判決が出まし

た。 

 当該事案は、どう見ても元市長個人が市に損害を与えたものであると

いうふうに思います。 

 市は、当該個人に国家賠償法による求償権の行使を行うべきと思いま

すが、その考えはありますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 この損害分請求の求償については、すべき、すべきでない、様々な意

見があるということは承知をしております。 

 しかしながら、現時点では求償権を行使する方向で顧問弁護士と検討

を進めているところでございます。 

 現時点では、そこしか申し上げることができません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今の答弁で安心しました。 

 その方向で、しっかり弁護士と協議しながら進めていただきたいと、

このように思います。 

 次に行きます。 

 「市営住宅廃止に伴う跡地の利用について」お伺いします。 

 来年3月末で廃止になる常友・甲田の市営住宅の跡地について、当該

住宅が果たしてきた役割を、引き続き、その役割を担う跡地の利用を考

えるべきと思いますが、次のことについてお伺いします。 

 跡地利用についてのこれまでの取組と、今後の取組についてお伺いい

たします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 甲田・常友の市営住宅については、おっしゃるように今年度末をもっ

て用途廃止をする予定となっております。その後の跡地利用については、

まだはっきりと決まっていないというのが現状です。今後、建物解体を

どうするかも含めて跡地利用を検討したいと思っております。これも時

間がないんでスピード感を持ってやっていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今、その方向で進めていきたい、跡地利用を言われたんですけど、

やっぱり何か、いつまでにとか、いつからとか、目標が目に見えるもの

が必要じゃろうと思うんです。 

 今から跡地については、やるべきじゃ思うんですが、組織の問題もあ

るんで、来年4月からは取り組むいうか、今年ぐらいから政策担当も設

けられたので、種まきぐらいはされたらいかがかと思うんですけど、い

かがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 スピード感を持ってやるというか、そういったところになるのだろう

と思います。 

 政策統括監も新たに新設しましたので、そこも含めて担当課と協議を

しながら、時間を置ける問題ではないと思っておりますので、そこは対

応していきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  この住宅いうのは、甲田にとっても、吉田にとっても、地域への経

済の影響いうのは大きいし、それで小中の児童生徒の問題にも大きく貢

献があると思うのです。 

 そういう意味では、スピード感を持ってやられるいうので、もう本年

から種まきぐらいして、来年度はもう組織の中で具体的にできるように

やっていただきたい、具体的に表現できるように取り組んでいただきた

いと思います。 

 じゃあ、その②③については今のところはやっていきたいということ

で、はっきりしたものはないというところで理解させていただきたいと

思います。この質問は終わっていきたいというふうに思います。 

 次に甲立駅の有人による切符の販売についてですが、昨年8月に甲田

町地域振興連合会より甲田町住民の署名をもって、まちの荒廃を危惧す

る内容で存続を希望する陳情がありました。それに応えられる形で9月

定例会において予算化され、まちの活性化に向けた取組と理解をいたし

ました。しかし、今年の3月の新年度予算の審議において、3年後には当

該予算を打ち切るという明言がありました。 

 よって、次のことについて考えを伺います。 

 甲立駅を中心とした、まちの活性化策を具体的にどのように考えてお

られるのか、お示し願いたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 甲立駅を中心としたまちの活性化対策については、広島市、三次市と

共に立ち上げたまちづくり交通協議会において、今、議論しております。

三次から広島までの芸備線沿線の各駅を中心とした、まちづくりの現状

把握と方向性の検討を、まさに現在行っているところです。 

 今年度中には、まちづくりのためのＪＲ芸備線の在り方についての具

体案がまとまり上がり、御説明できる状態になると思いますので、少し

の間、お持ちをいただきたいと思います。 

 市の地域公共交通計画については、甲立駅が、市外から芸備線を利用

してこられる人たちが市内各所に移動する際の交通結節点として位置づ

けており、市の公共交通網における重要な場所として必要な整備等を検
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討していくつもりでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  考えちゃおるんじゃいうふうに答弁してもらったような内容なんで

すけど、具体的に、市が考えがあって、協議会へ出て話をして、それを

他市町のその組織の中で、恐らくは、ああ、安芸高田市そこやんなさい

やと言われるような形が一番いいんじゃないかと思うのですけど、出て

いってみて、話しを聞いて行って、そうですか、うちはほうじゃあいう

て、おたくはどのような考えをしておられるのですか、何をされるので

すかと言われて、今から考えてみますというようなことでは、町の中で

はいいことにはならないと思う。 

 やっぱり積極的に出ていって、安芸高田市は駅を中心としたまちづく

りについて、こういうことを取り組んどるんじゃと、取り組もうと思う、

そういう具体的な話があって、前に出るのじゃないかと思うのですけど、

そこら辺は、やっぱり協議会での協議の中で何かが出てきたら、それに

合わせて安芸高田市が考えるんじゃと、こういうようなスタンスでしょ

うか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  このまちづくり交通協議会も、ただ単に出席をして意見を伺って帰

ってきているスタンスではありません。 

 担当課のほうがしっかりと市としての思いも伝えていますし、これは

当然整備する中では、3市町でしっかりと費用負担のところもあります

し、ＪＲとの話もありますので、そういったところもありますので、慎

重に今議論をしているところです。 

 有人化のところの部分、いろいろ、そういった切符販売のほうをどう

するのかというところも、いろいろと具体的なものを話をしながら、

近々、先ほどの繰り返しになりますけども、具体案がまとまりますので、

その報告を楽しみにお待ちいただければと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  楽しみにして待つようにということなんで、楽しみにして待ちたい

と思います。 

 じゃあ、この項目は終わりまして、6の「大土川の河川改修について」

お伺いします。 

 県の河川である甲田町の大土川は、旧町時代に河川改修を行うための

用地取得や関係家屋の移転を済ませ、改修工事を残した状況で町は合併

し、現在まで実施が止まっております。 
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 以前、私が県の担当部署に問い合わせたところ、2018年災害の対応が

終わってからとの返答がありました。その終了間際に新たに2021年の水

害が発生し、さらに着手がされない状況になっています。 

 ところが、昨年度で2021年災害の復旧はほぼ完了とお伺いしました。

よって障害になる理由はなくなったと思います。 

 改修工事が停止して20年以上が経過しており、この計画で、水害への

恐怖を含め、生活環境の改善がなされることになっております。その計

画の実施を待ち望んでいる地域もあります。 

 このことを踏まえ、市において強力に県へ実施を求めるべきと思いま

すが、その取組についてお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 広島県からは令和3年災での甚大な被害を受けた多治比川を河川改良

復旧プロジェクト事業に位置づけ、予算と職員配置を集中的に行ってい

ると聞いております。 

 市としても平成30年度に地元から早期工事実施の要望を受けており、

2024年10月に広島県内陸部振興対策協議会を通じて、2025年度の主要事

業施策に関する要望を広島県に強力に提出しております。 

 引き続き、事業継続箇所として広島県へ強く要望していきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  先ほど言いましたような年度経過なんかもありまして、もう20年以

上は準備をしてから経過している状況ですね。 

 吉田町の多治比川の災害は大変なことだったと思います。それを優先

されにゃいけんと思うんですけど、この大土川周辺も、21年の水害、18

年の水害だったですか、堤防が切れまして、そこの改修の予定地が。大

変な浸水があったりして、水害の被害も物すごいものがあったんです。

無傷の状態でおれるかといったら、そうじゃないですね。 

 甲田町時代でそれが分かっていて、ここまで取り組んだものが、今日

まで延びてきてる。こういうことなんで、市長も就任されて1年が経過

しようとしよるんですけど、市長任期の間にめどを立てていただく。今、

要望してるという話じゃなくて、いついつから取り組む予定だとぐらい

までめどを立てていただきたいのですけど、その辺はいかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  これは、当然、県の、相手がおることですので、私のほうが勝手に

めどというのはできませんけども、そのめどが立てれるように県のほう
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には粘り強く要望していきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  今の答弁に期待して、この質問は終わっていきたいというふうに思

います。 

 ちょっと振り返るのですけど、4番市営住宅、5番の甲立駅の有人化に

よる。 

○石 飛 議 長  山本議員にお願いいたします。 

 振り返りの一般質問というのはありませんので、じゃあ、続いて質問

してください。 

○山 本 議 員  4番と5番と6番については、甲田町の大きな問題なんです。吉田町も

含んだりしてるのですけど、他の町も、向原のほうも含んだりしとる質

問もあるんですけど、これ全て甲田町にとっての大きな問題なんです。

住宅がなくなる。甲立駅の有人販売も市の計画ではなくなる。大土川の

河川改修もいつになるか分からん。大きな問題なんです、町にとっては。 

 そういうことがあるということで、この3つの問題を取り上げさせて

もらったんです。旧町時代だったら、とっくにやっているのではないか

と思うような中身でもあります。 

 要は、他の旧町のことも考えていかにゃいけないのですけど、やっぱ

り、こういった大きな問題があるんじゃということを頭に入れて、今の

答弁を実行に移していただきたいと、このように思います。 

 次に、最後に7番の「防火マップの作成について」御質問させていた

だきます。 

 私は16区という行政区におるのですけど、自分が所属する地区の自主

防災会において、過去に地域内の消火用水利について、防災会の役員で

地域内を歩いて確認を行いました。その際、河川や農業用水路や生活用

水路などがありまして、消防水利は問題ないという結論を出した。 

 しかし、施設によっては河川や水路が防火用に利用できるか確証を持

てないような状況があります。要するに水位が下がってですね。 

 そういう点で、我々のところじゃなくて他の地域においても同様では

ないかと思われるため、消防署は専門官でありますから、水利点検業務

をされておりますので、全市の水利の状況を把握しながら危機管理課と

の連携で、防火水槽の設置や水利の改善などが必要な地域を記載した防

火マップを作るか、それとも水利が十分なところはここだというものを

示されて、その示しがないところは水利が不十分というようなものを作

ってもらって、自主防災会との連携によって、おたくの地域はこういう

ような状況にありますというところで、水利について地域が考えるよう

なことは提案ができんかと、こういうことができんでしょうかという質

問であります、よろしくお願いします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在、市内全域の防火水槽と消火栓を落とし込んだ消防水利台帳は作

成をしてあります。消防署と消防団で共有をして火災時に対応しており

ます。 

 これが、いわゆる議員質問の防火マップと同様のものではないかなと

いう認識をしておりますが、今のところ、これを新たな防火マップとい

う形で作成するという思いまでには至っておりません。 

 ただ、それぞれの地域特有の農業用水や生活用水は、時期によって有

効な消防水利の選択肢の一つとして活用できるものですので、火災現場

へ最先着が予想される地元分団と自主防災会で情報を共有して連携を図

っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  ですから、自主防災会へ地域の消防団が声掛けに来るということで

すか。 

○石 飛 議 長  再度、答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  特に消防団から自主防災会へ話をしに行くというところまでは考えて

はおりません。 

 お互いが状況に応じて必要な情報を、その都度、その都度で共有して

いただければよろしいかと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  私が考えるのは、自主防災会だけの能力では、消防水利が十分かど

うかというのは分からないというのが結論。この間、やってみて、いい

じゃないか、ああじゃないか、川があるけどって、うちらのほうはええ

わのうと言って終わった。 

 そうしたときに、どこか誰か指導してくれるところはないのだろうか

というふうに思ったのです。 

 自主防災会を作らせて、危機管理監、自主防災会を作ったら、行政指

導の中で、こういうことを消防団のほうへお願いしてるので、そこを利

用してやってくださいとか、消防署にも相談してください、消防署が指

導しますからとか、そういうようなことにならないかなというのがある

んです。そこをお願いします。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  まず、自主防災組織に主に求めているところは、自然災害における防
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災対応が主でございまして、もちろん火災に対応してもらっても結構な

のですけれども、火災の防火、水利がどこにあるかというところまで取

り組んでいらっしゃる自主防災会がどの程度あるかは把握しておりませ

ん。 

 その自主防災会が、地元の水利がどうなっているということが、お聞

きになるようでしたら、危機管理監なり、消防団なり、あるいは消防本

部なりにお問い合わせいただければありがたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山本議員。 

○山 本 議 員  私らも、前、自主防災会を設立するのも危機管理監で指導の中でや

られとる。そういったときに自分がやってみて、そういった問題に出く

わしたので、行政指導のほうも考えられたらどうかと、こういうところ

で提案したような、意見を言ったようなことで終わらせていただきたい

と思います。今後の参考にしていただきたいと思います。 

 これで質問を終わっていきたいというふうに思いますので。それでは

どうもありがとうございました、よろしくお願いします。終わります。 

○石 飛 議 長  以上で山本議員の質問を終わります。 

 おおむね１時間が経過しましたので、ここで換気のため11時5分まで

休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 3番、熊高議員。 

○熊高慎二議員  3番、熊高慎二です。 

 それでは、質問通告に基づきまして、大枠4点、1つ目「学校教育につ

いて」、2つ目「中学校跡地利用について」、3つ目は「森林資源を利用

した堆肥化の取組について」、4つ目「避難所の環境について」質問を

させていただきます。 

 これまでの一般質問で重なった部分もありますので、できるだけ考慮

して質問させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 まず1点目、学校教育についてお伺いをいたします。 

 2024年3月に第4次安芸高田市教育振興基本計画が策定され、2025年3

月には第3次安芸高田市教育大綱が改定をされております。 

 新たに教育長に就任された中で、基本的な考えをお伺いをいたしま

す。 

 （1）第4次安芸高田市教育振興基本計画で基本理念が示されておりま
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すが、教育長の目指す教育方針についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  熊高慎二議員の質問にお答えをします。 

 第4次安芸高田市教育振興基本計画では、未来に生きる力を高める安

芸高田教育の推進という基本理念の下、2つの基本目標が掲げられてお

ります。一つは子どもたちの生きる力を育む、もう一つは市民の生涯学

習を促すということです。 

 このことを踏まえ、私としては子どもの学力をつける、生涯学習の充

実、推進体制の整備の3点について重点的に意識をして取り組みたいと

校長会等でも思いを伝えたところです。 

 まずは私自身、学校教育や社会教育の現場をしっかりと把握し、課題

を認識するところから始めていきたいというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  教育方針をお伺いいたしました。 

 基本計画がある中で、前教育長からも継続すべきところ多くあると思

います。今思いを3点聞かせてもらいましたので、ぜひ、しっかりと取

り組んでいただきたいと期待をしております。 

 続いて（2）に移ります。 

 全国学力学習状況調査において、市の結果についての目標との差異、

お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  全国学力学習状況調査においては、2つの目標値を設定しております。

1点目は、平均正答率60％以上の児童生徒の割合、2点目は正答率40％未

満の児童生徒の割合、いずれも教科等によって異なる数値を設定してお

ります。 

 2024年度の結果につきましては、1点目の平均正答率60％以上の児童

生徒の割合というのは小学校の国語・算数、中学校の国語・数学とも目

標値に届いておりません。 

 特に中学校の国語・数学は目標との差異が40％を超えているという状

況です。 

 2点目の正答率40％未満の児童生徒の割合を前年度より下回るという

目標については、中学校数学は達成できておりますが、中学校の国語に

ついて、目標との差異が14％と大きい状況です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  答弁をいただきましたとおり、分析をしっかりとされているのだろう

と思いますが、この分析から、どのように改善していくのかお伺いをい
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たします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  ほとんどの数値、正答率ですけども、目標値を下回っているという

現状、また近年は全国平均、あるいは広島県平均を下回ることも多いと

いう状況は看過できない状態だと思っております。 

 同時に、目標の設定方法についても再考の余地があるのではないかと

いうふうに捉えております。 

 各学校での授業を始め、家庭学習の在り方など、現状をしっかり把握

するとともに学校長との意見交換もしながら改善策を検討していきたい

というふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  令和4年度の分析はインターネット上でも見ることができたのですけ

ども、今、その分析とか課題とか公表はされている状況でしょうか、お

伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  まだ公表はされてないかと思います。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  御答弁にもありましたとおり、ここ数年、過去のデータを見ても下位

になっている状況が続いているというのが分かりました。 

 学力について令和5年12月の定例会では、科目の点数だけ見て学力と

いう議論ではなくて、コミュニケーション能力や、自分で課題を見つけ

課題解決に向けて取り組む力、これも学力と捉えることができると前教

育長は答弁された議事録もあります。 

 時代の変化で、その考えも理解はできるのですけども、私、やっぱり

学力の底上げというのも必要ではないかなと考えております。 

 そこで（3）にいきます。 

 学校に楽しく登校する一つ、勉強が分かる、できるといった要素も大

きいと思いますし、個別最適な学びということで児童生徒に合わせた学

習ができる方法というのは、タブレットの利用というのが私は一つの手

段ではないかなと考えております。 

 （3）学力向上のためには、タブレット端末を有効に使用した学習方

法も必要と考えますが、学力向上について、今後の取組をお伺いいたし

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  第4次安芸高田市教育振興基本計画では、柱とする政策の中に、主体
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的な学びを促す教育活動の推進、ＩＣＴ技術の効果的な活用というのを

掲げております。 

 現在、学習支援ソフトの「タブドリＬｉｖｅ！」あるいは「スタディ

サプリ」を導入して各校で活用しております。 

 国や県の方針もＩＣＴ活用を推進しており、今後も積極的に活用して

いきたいと考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁は終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  そして学力向上には、併せて子どものやる気や意欲を上げることが大

切ではないかと考えています。 

 クラスの環境、学校の環境によって、向上心が上がり、学力向上につ

ながるということもあると思います。 

 そういった環境づくりに取り組んでいく必要があると思いますが、教

育長のお考えをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  今、御指摘ありましたように、やはり子どもの学習できる環境とい

うのは、非常に、ちゃんと授業が分かるか、それが身になるかというこ

とにおいて大切な要因であると思います。 

 学校訪問等で各小中学校も一通り回らせてはいただきました。やっぱ

り学校によって少し状況に違いがあるというのが肌で感じた感想でござ

います。しっかり集中をして授業が行われているか、そうでない場合に、

じゃあ、何が原因でそうなっている、そこをしっかりと、やはり校長先

生とも話をしながら、落ち着いた環境でしっかりと勉強し学力を作る、

その理想に向けて取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  御答弁いただいたとおり、分析と改善とても必要だと思いますので、

引き続きよろしくお願いいたします。 

 （4）に移ります。 

 先日の市長記者会見で、第3期学校規模適正化推進計画について、今

後の予定などの発表がありました。(4)中学校統合についての課題をお

伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  中学校統合については、生徒数の減少と学校の小規模化が進行する

中において、生徒にとって、より望ましい教育環境を実現するため、推

進計画を作成をしたところです。 

 統合中学校の開校に向けては保護者の一番の心配事であります通学条

件の整備を始め、教育条件の整備、教育内容の充実、跡地の利活用など、
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様々な課題があると認識をしております。 

 これら一つ一つを丁寧に議論し、関係者と連携しながら取り組んでい

きたいと考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  過去の議事録を見させてもらうと、平成24年第2回定例会で、前教育

長、永井教育長が初めての御答弁の中で、市内の市小中学校においては、

児童数大きく減少し、学校の小規模化が進んできていると答弁をされて

おります。 

 当時は、まず小学校の統廃合が課題でありました。現在は中学校の統

合に向けて動き出しております。市は小学校の統合を経験されておりま

すが、特に中学校は市内全体の課題になります。 

 今年2月には、有志同僚議員で宮崎県西都市へ中学校統合についてお

話を伺ってまいりました。 

 その中で、中学校統合決定後、各種団体説明会では、令和3年4月13日

から7月12日、その間に40回説明会を開催され、再編時の不安を解消す

るために努力をされている、そういったお話を聞かせていただきました。 

 市でもＰＴＡ総会などで不安解消などのために説明会されていると思

いますけども、現在、説明会についての状況をお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 柳川教育次長。 

○柳川教育次長  現在、第3期の適正化推進計画の策定に伴って説明会を実施をしてき

ております。 

 4月10日に教育委員会会議で計画を正式決定したわけですが、その後、

それぞれ小学校、中学校、あるいは保育園、幼稚園の保護者会等の場に

出向いて計画の内容を周知をしてきております。 

 この間、既に40数か所回らせていただきました。その中には地域振興

会の会議であるとか、あるいは今後も含みますが各学校の運営協議会、

そこら辺りで説明をさせていただいております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  しっかりしていただいてるという御答弁だったと思います。 

 引き続き、地域の皆さん心配事が多いものですから、説明のほうをよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 猪掛教育長には、次世代を担う子どもたちのために現場の声をしっか

り聞いていただいて、保護者、地域一体となり、よりよい教育環境を作

っていただきますように期待をしておりますし、地域の皆さんも期待す

る声が結構大きいので、ぜひ頑張っていただきたいと思いますけど、こ

の大枠の質問事項、最後に猪掛教育長の思いを聞かせてください。お願
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いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  現状、置かれた状況、子どもたち、先ほどの学力調査のこともあり

ましたけども、決して楽観できる状態にないということもあります。 

 それから、学校全体も、やっぱり教育環境をしっかり整備していく、

その条件的な整備と、子どもたちの落ち着きを取り戻す、そういうこと

を両面でしっかりやっていきたいと思います。 

 まず、現状をしっかりと把握をして、関係者であります校長先生始め、

そことしっかり話をして、阻害要因となる、難しい要因となるものを一

つずつ取り払っていくということが求められていると思いますので、し

っかり取り組みたいというふうに思います。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  ぜひ期待しております。 

 次の質問に移ります。 

 大枠2番目「中学校跡地利用について」お伺いをいたします。 

 2025年3月に中学校統合について、1校新設が示された中で、統合後に

は現在の6中学校が閉校になります。 

 中学校跡地、有効的な利用を考える必要がある中で、企業を誘致する

ことは地域の活力にもつながる非常な有効な手段だと考えております。 

 今後の取組についてお伺いをいたします。（1）番、中学校の跡地利

用についての方針をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 先ほど山本議員さんの質問にもありましたけれども、中学校の跡地利

用については重要な検討項目の一つであります。 

 同時に公共施設等総合管理計画の方針に沿った総量削減も喫緊の課題

等ととらまえております。 

 中学校統合によって閉校した学校について、現時点で市としてどのよ

うにすると、このようにするという思惑は持っておりませんけども、こ

れまで閉校した小学校の利活用の取組と同様に、民間提案募集をするな

りなどを市長部局と教育委員会としっかりと連携しながら、利活用に取

り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  民間提案というお話も出ましたけども、中学校の閉校というのは、や

はり、先ほどもありましたけど、地域の皆さん寂しいという気持ちが大
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きくあります。地域の思い出が詰まっている学校ということで、そこで

地域の未来をしっかり示すことが大切であると私も考えております。 

 校舎の活用策、これできるだけ議論することが必要だと思います。そ

の中で、地域活性化、税収含めて、私は企業誘致がよいのではないかと

考えています。 

 そこで（2）の質問に移ります。 

 中学校跡への企業誘致についての戦略をお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 跡地への企業誘致については、地域の活性化、雇用など、様々な観点

から効果があると考えております。 

 しかしながら、先ほどもありましたように、やっぱり中学校はなくな

ると、小学校がなくなると、地域は寂しいという思いをあるというのを

重々承知しておる上の前提で、やはり地域振興会の御意向というのはし

っかりと十分に聞いた上で、最善の跡地利用を検討していく必要がある

と思っております。 

 基本は地域の思い、振興会の思いを伺った上で、その上で企業誘致等

も取り組めるようだったら、併せていくという形でいきたいなと思って

おります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  地域の思いを大切にという御答弁いただきました。 

 中学校跡地へ企業誘致するには、財産の管轄とか、譲渡する金額の決

定、様々な手続が考えられると思います。特に金額の決定には不動産鑑

定など時間と費用がかかってしまうのではないかと思っています。 

 耐用年数や解体費用を考えると、無償になるのではないかと推測はい

たしますが、また国庫補助を受けた学校施設の財産処分について、文部

科学省も無償による財産処分の場合、補助金の国庫納付金を不要という

例もあるようでございます。 

 迅速な手続のために、中学校特例で無償にするという方法もあると思

いますけども、市長のお考えをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 熊高議員がおっしゃるとおり、いろんな形があると思います。 

 適化法の免除というのもあるのだろうと思いますので、そういったと

ころは、市にとってしっかりと情報を取って検討して、補助金返還なん

かはないようにはしなくてはいけないので、その辺は慎重にやりながら、
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そして言われるようにスピード感を持ってやらんと、企業のほうも思い

があっても逃げていくということもあると思いますので、その辺はしっ

かりと地域の皆さんの思いを聞いた上で、企業誘致にいくんであれば、

そういった方向でいきたいなと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  先ほど山本議員の質問にもありましたけども、もう1点、中学校跡地

活用には様々な関係部署を含めた検討が必要だと私も思っております。 

 そこで、4月から新設された総務部政策統括監の役割は大きいと思っ

ております。中学校跡地の活用の企業誘致についても部局間の調整をし

ていただきまして、戦略的な政策を実現していただきたいと思いますが、

市長のお考えをお願いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 政策統括監を創設したのは、縦割りではなく横断的にスピード感を持

って対応するというのが最も大きな理由でございますので、そういった

ところはしっかりとこの中学校の跡地利用も小学校の跡地利用も含めて、

この統括監がしっかりと力が発揮できるような環境で臨んでいきたいな

と思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  部署がまだできて2か月半ということですけども、先日の予算決算常

任委員会でも、総務部政策統括監から活動内容の説明がございました。 

 しっかり部局間の調整のため横串を通していただきたいと思っており

ますけども、総務部政策統括監、やりますという御決意を、ぜひ、御答

弁いただきたいと思いますけど、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 佐々木総務部政策統括監。 

○佐々木総務部政策統括監  与えられた仕事につきましては、しっかりと前向きに全力投球して

いきたいというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  熱い御答弁いただきましたので、今後も注目させていただきたいと思

います。 

 （3）に移ります。地域の声を聞いてということでしたけれども、企

業誘致の場合、企業誘致への今後の検討スケジュールについてお伺いを

いたします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 繰り返しになりますけども、まずは地域の意向を伺うというところか

ら入りたいと思っております。 

 その後、それを調査するということが必要と思いますので、その中で

企業誘致に適した土地が、5つの校舎ができますけども、それが跡地で

あるようであれば企業誘致を進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  統合へ向けてと、活用策と並行して行うことは、先ほどもありました

が、私も大変なことだと思いますけども、5年後、速やかに活用できる

ように情報収集、企業誘致など、民間提案制度を活用しながら進めてい

ただくように期待をして、次の質問に移ります。 

 3番目「森林資源を利用した堆肥化の取組について」お伺いをいたし

ます。 

 剪定枝や落ち葉などの処理方法について、焼却処分やごみとして出し

ている現状があると思います。処分していた剪定枝や落ち葉を収集し堆

肥にすることで、森林資源として生かしていく必要があると考えており

ますが、市としての取組をお伺いいたします。 

 （1）番、剪定枝や落ち葉の処分についての市の現状をお伺いいたし

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 御家庭から出るごみとして出されたものについては、芸北広域きれい

センターで燃えるごみとして焼却処理をして行っております。 

 道路の除草作業等で大量に発生するものについては、芸北広域きれい

センターでの処理が困難なため、肥料等にリサイクルをされている北広

島町の資源化施設に持ち込んでいただくようお願いをしている状況です。 

 その他、各家庭で堆肥として活用されている事例もあると認識をして

おります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  ごみに出すとか、家庭で落ち葉とか燃やす方もいらっしゃるとは思い

ますけども、焼却の場合、火災の危険とか、煙、臭いなど、悪影響も考

えられますし、ごみに出すと、そこで終わってしまうということもあり

ます。 
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 落ち葉は自然の恵みであったり、森林資源として捉えて活用できるの

ではないかと考えて、（2）の質問をさせていただきます。 

 剪定枝や落ち葉などを利用して堆肥製造を取り組む考えがあるのか、

お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 堆肥の製造販売については、御存じだと思いますけども届出が必要と

なります。本市の中で届出を行っている施設が4施設あります。それぞ

れ何を副資材として、どのような成分を保有した堆肥か登録をされてお

ります。その中で、落ち葉や剪定枝を活用した堆肥製造の届出を行って

いる施設は今のところありません。 

 しかし、資源の有効活用を図る観点から、落ち葉等を活用し、個人的

に活用されることを推奨していかなければと思ってはおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  少しは考えていただけるというような答弁だったと思います。落ち葉

を集める作業というのは、高齢者の方や障害をお持ちの方、子どもたち

など、地域でできる作業にもなります。 

 また、ボランティアでは続かないので、1袋幾らかの値段で買い取る

ことによって継続的な活用にもなるのではないかと思っています。例え

ば、郡山城や土師ダムの清掃、林道の清掃など、里山の景観保全にもつ

ながるのではないかと考えております。 

 他の自治体の事例としては、栃木県の茂木町では専用のリサイクルセ

ンターをつくり、落ち葉堆肥をブランド化して土づくりがされておりま

す。埼玉県では、武蔵野の落ち葉堆肥農法が世界農業遺産にもなってお

ります。 

 剪定枝は、地元の安芸高田市シルバー人材センターさんが、第39号の

広報でも剪定枝を利用したチップ堆肥を独自でもされていると紹介をさ

れておりました。 

 安芸高田市でも里山を生かしたまちづくりになるのではないかと思っ

ておりますが、剪定枝や落ち葉を利用した堆肥づくりについて繰り返し

になりますけども、こういった活用方法があるということで、再度、市

長のお考えをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  剪定枝、落ち葉等の再利用化というところでございますけども、現

在、現行ある4施設、あるいは、今度、先日も全員協議会のほうで御説

明しましたきれいセンターの広域化というところもあります。 
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 そういった中で、そういった情報もしっかりと議論しながら、打てる

手段があればやっていきたいなとは思いますけども、現行すぐに取り組

むというところまで返事はいたしかねますけども、そういった思いは持

ってはおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  私も、またしっかり勉強して御提案できるように、またさせていただ

きたいと思います。 

 では、4番目に移ります。 

 「避難所の環境について」お伺いをいたします。これ先週の一般質問

1日目、山根議員ともちょっとかぶるところがあるんですけども質問さ

せていただきます。 

 先週梅雨入りをして、市においても大雨による水害を懸念する時期に

なりました。近年災害が甚大化しており、災害による避難は長期化する

傾向にあります。市においても2021年の水害では、最大で17日間、避難

所を開設しました。他市町においては、2次避難や仮設住宅の建設など

で避難期間が数か月と長期化した例もあります。 

 これらに備え、避難所の環境改善のために、令和6年12月13日に自治

体向け避難所に関する取組指針、ガイドラインが改定されていますが、

市の避難所の環境はどのような現状なのか、お伺いをいたします。 

 （1）高齢者や乳児、子どもたちにおいて、宿泊施設の確保など、そ

れぞれ特別に対策されているのがあるかお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 避難所において配慮が必要な高齢者あるいは乳幼児がいる世帯に対し

ては、避難所で安心して過ごしていただくことができるスペースに移動

してもらう対応や、間仕切りによる世帯ごとのエリアを設置するなどの

生活空間の確保対策を行っております。 

 避難生活が長期にわたる場合は、避難所設置運営マニュアルに基づき、

利用可能な公営住宅などのあっせんや宿泊施設等への移動を検討してま

いります。 

 また、2024年12月には広島農業協同組合と吉田町内の土砂災害警戒区

域にある保育所等の避難場所利用についての協定を締結しているところ

です。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  特に持病をお持ちの方や、乳幼児を連れている家族、とても大変だと
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思いますので、引き続き御対応いただきたいと、このように思います。 

 続いて（2）番に移ります。 

 ペットの同行避難についてお伺いします。市の防災情報の中で、ペッ

ト同行避難についてまとめられております。資料では受入れ可能な避難

所、受入れ条件、人とペットの居住区を区分し、同一の空間で居住する

ことはできないなど説明がされていて分かりやすいものでございました。 

 そこで、（2）番、市ではペットとの同行避難についての対策をされ

ておりますが、課題についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 避難所となる各町の文化センターには、ペットスペースを確保できる

ように対策を講じております。 

 ペット同行避難にはふん尿や臭い、毛の飛散などの衛生問題があるほ

か、避難所の避難者の中には動物が苦手な人や、動物に対するアレルギ

ーのある人がいる可能性も十分にあります。また、鳴き声がうるさいな

どで、避難者との間でトラブルにつながるおそれもあると思っておりま

す。 

 トラブルになるのを避け、やむを得ず車中で避難をする方、自宅にと

どまる方も想定をされますので、また全てのペットオーナーを受け入れ

るには、また設備と人員が十分でないということも課題としてはありま

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  過去避難された方の中で、実際ペットを連れてこられた方はいらっし

ゃいますでしょうか、お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  ペットをお連れてになって避難された方はございます。 

 ごめんなさい、今、ここでその人数がどれぐらいかは、今、お答えす

ることができません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  1日目、一般質問、山根議員とのやり取りの中で、市長もペットおむ

つが必要というのもあったりするよという答弁をいただいておりました

けども、この機会に、受入れ条件について、ここで紹介をさせていただ

きたいと思います。 

 飼い主がゲージやリードを用意していること、餌や水などを用意して
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おり、餌やりやふん尿の始末は飼い主自身で行えること、基本的なしつ

けができていること、犬においては狂犬病予防注射済票が確認できてい

ることと、同行避難の情報には書いてあります。こちらで間違いないで

しょうか。 

 続いて（3）に移ります。 

 個人のプライバシーの保護のため、間仕切りやテントなど用意されて

おりますが、上記ガイドライン、先ほどお伝えしたガイドラインが改定

された中で市の準備状況についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 現状、ワンタッチパーティションは218セットでございます。段ボー

ル間仕切りは110セット、1組4部屋の組立パーティションは56セットを

備えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  こちらはガイドラインが改定されて変わったというわけではなく、今

までの準備状況という認識でよろしいでしょうか。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  はい、そのとおりでございます。 

○石 飛 議 長  答弁は終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  続いて（4）に移ります。 

 段ボールベッドや簡易トイレ、女性用生理用品、入浴など、体調管理

に役立つものの準備状況についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 現状、段ボールベッドは55セット、簡易トイレ65基、携帯トイレは

467個、生理用品は2,952枚を備えております。 

 なお、入浴は指定避難所に施設がないため、ボディーシートやタオル

で対応していただくことになります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  入浴については、財政状況とか、被害状況にもよると思いますけども、

ガイドラインが改定された中で、準備状況、スフィア基準、お話もあり

ましたけども、近づけていただきたいと考えております。 

 今後の準備について、新田議員、山根議員の中で、一般質問の中で、
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市の災害予測、財政状況を見ながらという御答弁でございました。 

 スフィア基準に少しでも近づけていただけるという認識なのかどうか

お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  これから国や県から、指導なり、助言なり、あるいは財政的支援なり

があるものと思います。 

 まだ詳しいところの指導とかございませんので、それらに従ってスフ

ィア基準に近づいていくものと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 続いて（5）番、（4）の対応、段ボールベッド等、何人分を想定され

ているのかお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 平成30年7月豪雨や、令和3年8月豪雨の避難状況から、市内全域で最

大1,200人の避難を想定をし、先ほど答弁しました段ボールベッドのほ

か、生活必需品等の物資、食料を備えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  大枠4番目のこの質問は、市民の皆さんへ災害への備えという思いで

市の準備状況について御質問させていただきました。 

 今回、令和3年8月11日からの大雨による災害記録も、私、読ませてい

ただく中で、過去の経験を生かしながら、しっかり準備をしていただく、

そして、また、その検証をしながら、次の災害に備えるというサイクル

が大切だと改めて感じました。 

 私も猫を3匹飼っていますが、ペット同行避難についてはしっかりと

家族で話し合う必要があるなと、そのように感じました。ペットの同行

避難について情報を得るには、ピンポイントで検索をするか、ホームペ

ージ、防災情報から探す必要があるので、分かりやすい発信を心がけて

いただくとともに、私たちもしっかりと情報収集するということも大切

だなと感じております。 

 毎年、市の広報紙には、6月には災害関連の情報が掲載をされており

ます。今後も充実を図りながら、しっかりと伝えていただきたいと思い

ますけども、情報発信と情報収集について、市長はどのようにお考えか

お願いいたします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えします。 

 その前に、先ほど令和30年7月豪雨と思わず言ってしまっていると思

います。平成30年7月豪雨や、令和3年8月豪雨の避難状況からというこ

とで訂正をお願いしたいと思います。 

 それでは質問にお答えします。 

 周知の方法ですけども、定例化した広報紙での皆さんへの周知、定例

化すると、逆に言うと見落とす可能性もありますので、不意を突いたと

きに、また意識づけをするという方法もあると思いますし、公式ＬＩＮ

Ｅとか、いろいろ、今、媒体が増えていますので、そういったものを適

宜利用しながら、市民の皆さんには的確な情報等を発信するように心が

けていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  情報発信という中で、市のホームページのお知らせ、こちら6月10日

に防災関連情報、避難所開設、混雑情報の配信方法についてと、防災監

視カメラのリンク先を変更しますというお知らせがございました。 

 こちら4月の運用ということでしたけども、市の広報紙には、2025年4

月号、行政情報には記載はありますが、ホームページのお知らせは6月

10日になった理由というのは、6月10日が初めてのお知らせだったんで

しょうか、お伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  そういった媒体でのお知らせは、それが初めてだったと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  ちょうど大雨の時期ということで、目に留まるという意味では、この

時期でもよかったのかなと思いますけども、4月から変わったというこ

とで、地震とかもありますし、適切な情報発信していただきたいとは思

っております。 

 終わりに、大規模な災害になると、担当職員さんも被害に遭いながら

災害対応になると思います。災害が起きた場合は、市民みんなで助け合

う気持ちを忘れずに行動していくことが大切だと思いますが、市長のお

考えをお願いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  災害については、雨に関しては、今、予知能力といいますか、予知
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のシステムがかなり進んでいますので、ある程度、皆さんもこの頃には

降るのだろうなというのが見当がつく世の中になっていると思います。 

 市の職員もそういった情報を見ながら、この頃にはそういう心づもり

を、常にしておかなくてはいけないのですけども、大雨のときにはそう

するとか、そういったいろんな情報を取りながら、常に、危機意識、対

応できる感覚を身につけていく必要があると思っておりますので、この

ことに関してはいろんな場面を通じて市役所の中でも浸透していきたい

なと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高慎二議員  ぜひ、安全安心のために御対応よろしくお願いいたします。 

 今年大きな災害の被害がないように祈り、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で熊高議員の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 2番 佐々木議員。 

○佐々木議員  2番、佐々木智之です。 

 通告に基づき、大枠2点、質問させていただきます。 

 1つ目「口腔衛生について」です。 

 口腔の健康、歯の健康のことについてお聞きします。 

 平成元年、1989年に8020運動が始まりました。これは80歳のときに20

本の歯を維持しようという運動です。 

 平成の初めに7％ほどであった8020達成者は、平成28年、2016年歯科

疾患実態調査では51％を超えるほどになりました。 

 取組の結果が出ているという判断ができ、日々の口腔ケアの意識が重

要であることが分かります。 

 しかしながら、口腔衛生については、多くの人は予防を実施したほう

がよいということが頭で分かっていても、実際、行動に移している人は

多くないようです。 

 もちろん、体質によって違いはありますが、分かっていても行動でき

ない背景として認知バイアスの影響があるようです。 

 また、歯並びやかみ合わせは運動能力に影響を与え、競技力が向上す

ると言われています。歯並び、かみ合わせに問題があると、顎や頭の位

置が不安定になり、それを安定させるために、頭頸部の筋肉がとても緊

張し、肩こりや首の凝りにつながります。それと、体全体の筋肉緊張の

バランスが崩れ、安定した姿勢調整が困難となり、結果、運動能力が低

下してしまうということになります。 

 歯並びや虫歯、歯周病によって歯を失うことで、隣の歯が少しずつ移

動、傾いていきます。 

 また、これは永久歯だけでなく乳歯も同じで、乳歯だからといって虫
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歯を放置すると、生え変わりの歯に影響を与え、歯列が乱れる原因とな

ります。 

 これらを踏まえ、以下について質問させていただきます。 

 ①本市における歯科疾患実態調査の状況を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  ただいまの佐々木議員の御質問にお答えいたします。 

 歯科疾患の実態については、妊産婦検診、幼児健診、節目年齢の歯科

検診において把握をしております。 

 2023年度のデータになりますけども、妊産婦検診で虫歯のない方の割

合が40.8％、1歳6か月健診で虫歯のないお子様は99.1％、3歳児健診に

おいては90.3％となっております。 

 また、節目年齢の歯科検診において、精密検査が必要な人は69.8％、

そのうち歯周病の治療が必要な方は19.2％、虫歯の治療が必要な人は

32.8％となっております。 

 80歳で20本以上の自分の歯がある人の割合が56.7％、2022年度の県の

実態調査結果53.8％を上回っておる状況です。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  実態調査の状況でしたけども、乳幼児に関しては非常に、う蝕がない、

虫歯がない人の割合は高かったですけども、やはり、節目年齢になって

くると少し状況が悪化しているのかなというところは個人的に思うとこ

ろです。 

 ②番の質問に移ります。 

 本市において、現在取り組まれている口腔ケアに関する事務事業を伺

います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 口腔ケアについては、安芸高田市歯科医師会の御協力をいただき、

様々な事業を行っております。 

 小さいお子様に対しては、育児相談会や、1歳半健診あるいは3歳児健

診、または公立保育所の全年齢、小中学校の全学年において歯科検診を

実施をしているほか、中学校での歯科保健教室においては、歯科医師、

歯科衛生士、保健師が出向いて、口腔ケアの方法やブラッシング指導な

どを行っております。 

 大人に対しては、節目年齢を対象とした歯科検診への助成を行い、検

診結果で要治療となった方の治療に結びつけをしております。 

 以上です。 
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○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  先ほど御答弁いただいた内容の事務事業に関してなのですけども、

医師会の方との協力をもって、検診、要は診察、診るというところの

アプローチに対してはできていると思うんですけども、大事なのは習

慣化させることなのじゃないかなというふうに考えています。 

 その辺りの事務事業に関して考えがあるか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 井上福祉保健部長。 

○井上福祉保健部長  お口の健康を維持するためには、一時的な事業ではなかなか効果が出

ません。継続的な取組の中で、徐々に成果が出るものというふうに考え

ております。 

 安芸高田市歯科衛生連絡協議会というのがあるのですが、こちらの中

では、毎年、6月と11月虫歯予防デー、それから、いい歯の日にかけて、

図画ポスターの募集であったり、8020表彰、3歳健診の虫歯のない親子

の表彰や、歯科講演会など、関連イベントを実施しております。 

 しっかり啓発して、今年の6月にも特集記事を広報あきたかたのほう

に掲載しておりまして、歯科検診の呼びかけを行っております。 

 しっかり啓発しまして、特に若い方の歯科検診受診率の向上を図って

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  自分の子どもも、いい歯の表彰式に参加させてもらったのですけど

も、そのときが確か3組だったかなと思うのです。だから、周知がで

ききれてないのかなというのもありますが、やっぱり、そこの表彰

というところでプラスに働くところをしっかりと発信してもらいた

いなというふうに考えております。 

 併せて、やっぱり人の行動を促すといったときに、今、研究のほうで

も、学問のほうでもなっていますけども、行動経済学というものがあり

まして、リチャードセイラーが提案しているナッジという理論などが応

用できるんじゃないかなというふうに考えています。 

 それも踏まえて、次の質問に移ります。 

 ③過去の事務事業と現在の事務事業を比較しての変化を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  事務事業の変化で申しますと、妊産婦検診については、以前は妊婦

のみの検診でしたけども、期間を限定すると体調面から受診機会を逃が

すことがあるため、2021年度からは、産後1年間まで受診できる期間を

延長し、実施をしております。節目年齢の歯科検診については、以前は
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40歳から80歳の10歳刻みの方を対象としておりましたけども、若い世代

の歯科疾患予防の重要性の観点から、昨年度から20歳と30歳を追加をし

ております。 

 なお、健康あきたかた計画の2016年と2022年の調査結果を比較すると、

妊婦歯科検診の受診率、歯周疾患検診の受診率、中学1年時での虫歯の

ない子の割合など、数値的にも大幅な改善が見られております。 

 お口の健康を維持するためには、年齢問わず、継続的なケアが重要と

なります。これからも事業効果を検証しながら歯科保健事業を行ってま

いりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  広報のほうでも、節目年齢の話が追加となっているというところも

ありましたけども、広報にも書いてありましたが、受診率はまだいまだ

に低い状況というところで書いてありました。 

 そういったところの低い状況だから診てもらったほうがいいよという

啓発ももちろんですし、実際、受診料が幾らかかっているところから、

この定期検診無料の受診券を送付しますといったところで、先ほど言っ

た行動経済学の中でも、そこのメリットが大きいように伝えられるほう

が受診率が高まるのじゃないかなというふうに考えたりもします。 

 また次の質問に移ります。 

 将来的にも、トヨタの保険組合等々が独自で調査した結果では、65歳

以降の医療費が15万円ぐらいの平均で下がる。 

 その下がる理由が、歯科検診を定期的にきちんと行っていた人たちと

いうふうな結果も出ておりまして、定期的に歯科検診を行うことで、も

ちろん若い人たちにアプローチすることも大切なんですけども、将来的

な医療費の削減にもつながるのじゃないかなというふうに考えるのです

けども、市の考えを伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 歯の健康、口腔ケアは生活習慣病と密接に関係してあると言われてお

ります。本市でも、疾病予防やフレイル予防の視点から、歯科の健康づ

くりを推進をしているところです。 

 現在、市内の歯科医師の先生や組織の代表者から成る安芸高田市歯科

衛生連絡協議会と連携をしまして、3歳児健診での虫歯のない親子と80

歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰、8020表彰ですね。先ほど

佐々木議員のお子様も、お母様も受賞されたということでしたけども、

歯科保険に係る研修会を実施しております。 

 歯周病は歯を失うだけでなく、認知症や糖尿病、脳血管疾患の原因に
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もなると言われております。特定保健指導や介護予防事業の教室の中で

も、お口の健康と疾病、フレイルとの関係について啓発をしており、意

識を変えていくことで医療費の負担軽減にもつながるものと考えており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  次の質問に移ります。 

 先ほどの答弁にもありましたとおり、歯周病等が糖尿病の原因になっ

たり、逆に糖尿病の方は歯周病が悪化しやすかったりという、悪いほう

のスパイラルに陥りやすいというところで、口腔ケアというところは今

後もさらに重要になっていくと思うんですけども、今現在では8020運動

の次に、2040年を目標にして、生涯28という目標を掲げているようです。 

 今後、さらに歯の健康・口腔衛生について向上させる取組を行う予定

がないか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 歯の健康を維持していくためには、若いうちから口腔衛生に関する正

しい知識と生活習慣を身につけ、定期的な検診と早期の治療を行うこと

が重要となると思っております。 

 今後の取組としては、昨年度から開始をしました20歳30歳の節目検診

の受診勧奨に力を入れ、将来の生活習慣病の予防を見据えて事業を推進

していきたいと思っております。 

 併せて、これまで取り組んでいる事業の効果を検証しながら、今後も

引き続き歯科医師会または歯科衛生連絡協議会と連携をして、歯の健康、

口腔衛生の向上に向けた普及啓発に取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  安芸高田市に住まわれている方で、20代から以降、就職とか学業で市

外を離れる方もいらっしゃると思うので、その方々にもアプローチで

きるような広報、習慣化できるような取組というところを期待したい

と思います。 

 大枠2点目に移ります。 

○石 飛 議 長  佐々木議員に申し上げます。 

 質問の途中ではございますが、ここで13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時０３分 休憩 
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午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 午前中に引き続き、佐々木議員の一般質問をお願いいたします。 

 2番 佐々木議員。 

○佐々木議員  大枠2点目に移ります。「関係人口創出について」お伺いします。 

 今回の一般質問でも同僚議員からもありましたように、関係人口の創

出を狙いに、二地域居住、二拠点居住という言葉が多く聞かれるように

なってきました。 

 国は、2024年、広域的地域活性化のための基盤整備に関する法律の一

部を改正する法律を施行しました。移動人口の転出超過が続く地方圏へ

の新たな人の流れを創出することが主な目的として、市町村は空き家の

改修、シェアハウスやテレワーク用の共同オフィスの立ち上げなどの環

境整備を行い、特に子育て世帯への誘致につなげる狙いがあります。全

国的にアプローチをしていく自治体が少しずつ増えています。 

 これを踏まえ、以下の質問を伺います。①本市は二地域居住の促進に

関する計画、特定居住促進計画を策定可能となっておりますが、現状を

お伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在のところ、二地域居住の促進に関する計画については策定をして

いないという状況です。 

 しかし、本市の地域的特性を考えると二地域居住の促進に適した地域

であるように思われますし、今年度策定する総合計画においても、関係

人口の増加に向けた施策を位置づける方向となっております。 

 これから関係人口増加に向けた施策を検討する中で、当該計画の策定

も選択肢の一つになると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  選択肢の一つということで、今後もしっかりと検討を重ねていって

ほしい内容のメニューかなと思うんですけども、県内では先進して庄

原市のほうが計画を出しているような形なんですけども、前回の金曜

日の答弁にもありましたように、庄原市に担当者がヒアリングに伺う

というような答弁もありました。 

 自分の方は県庁の方に確認をさせていただいて、市町行財政課という

ところで、現在、都道府県が設定する広域的地域活性化基盤整備計画と

いうものを作成中だそうです。それに併せて、市町村が特定居住促進計

画というものを定めることができるというふうになっているのですけど
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も、庄原市は既に、もう計画のほうを策定しておりまして、これは確認

すると、先行して市町村のほうが作成をすることも可能だというふうな

回答をいただいております。 

 ですので、安芸高田市として、しっかりと進めていきたい内容であれ

ば先行して行うことも可能というふうになっているのですけども、改め

て、今後どういうふうに取り組まれるかお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 先ほど紹介いただいたように、先日もお答えしたように、庄原市のほ

うのヒアリングを担当課の方で完了しております。 

 そして、状況的にも先ほど紹介いただいたように、県のほうが対応が

できてないという状況で止まってるということも把握しておりますの

で、総合計画のほうの進捗も併せながら担当課のほうでしっかりと方向

性については図っていくと思っておりますし、図っていかなくてはいけ

ないなと思っております。 

 以上です。 

 少し時間が必要かとは思いますけど。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  今後の取組というところで図っていく必要があるというのは理解しま

した。 

 併せてなんですけども、これ県内に限らず、全国各地でこういった計

画が策定されていく中で、安芸高田市として、具体的にどのような対象

の方々に、どのような目的で居住してもらうかというところの、いわゆ

る目標というか、まずゴールですね。どういうふうに、この二地域居住

の計画を立てていくかというところが適切に設定されないと無駄な取組

になるんじゃないかなというふうに懸念しております。 

 総合計画のほうで策定する内容と絡めていくということだったのです

けども、この二地域居住の在り方について、市としてどのように具体的

なゴールを設定されるかというところで、今、現状あれば教えてくださ

い。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  この二地域居住の関係ということでいきますと、やはり、進めやすさ

ということでいきますと、近隣の大都市に向けてターゲットを絞るべき

かなというふうに考えています。具体的には広島市といったところにな

るんだろうと思うのですけども、二地域居住が現実的に可能な範囲で、

休みの日はこちらとか、そういうふうな形の行き来がある程度できる範

囲というのがいいのかなというふうに思っております。 
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 もう一つ、この計画を作るに当たって、ただ単に、例えばコワーキン

グスペースですとか、交流スペースを作るということだけでは駄目な立

てつけになっております。 

 その周辺の地域の方が、その交流施設を使って都市部から来られる方

との交流をつくっていくというふうな合意が地域でできているというふ

うなことが要件になっておりますので、これは市域全体を設定するとい

うよりも、その特定の地域を設定するというふうな、そういう性格もあ

るようです。 

 ですので、地域の皆さんの中で、こういう取組にしっかりと取り組ん

でいこうというふうなところがあること、それと、その地域の皆さんと

も、どの辺りの人に来てもらえばいいだろうかとか、自分たちがどう動

けるだろうかとか、そういうことの議論も必要なのだろうというふうに

思っています。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  答弁いただいた中で、地域のほうの条件というか、設定というとこ

ろが必要というところは自分も理解していまして、安芸高田市、今現在

住んでおられる方、いきなり二地域居住ということで誰か分からない人

たちが来るというふうになると、どうしてもコミュニティの関係であっ

たり、コミュニケーションや習慣だったりとか、暮らし方というところ

で支障が出たりとか、また問題になったりするケースもあると思うの

で、もちろん地域内でのコンセンサスを取っていったりとか、理解が必

要だなというところは自分も考えるところです。 

 併せて、先ほどの答弁にもあったように、近いところ、近隣の大都市

というところで広島市を挙げられていましたけれども、個人的にはもう

全国に向けて発信するような取組なのかなというふうには考えておりま

して、一つの理由としては、今後予想される災害とかで、広域的な避難

も含めて考えていかないといけない時代なのじゃないかなというように

考えています。 

 そのときに、二地域居住で関係を持った市町というところに避難をす

るという方法も取れるような未来というのがあると、大都市に住まわれ

ている方とかにも安心が得られるのではないかなというふうに考えたり

もしています。 

 もちろん、今後取り組んで計画をつくっていく、検討していくという

ことだとは思うのですけども、その辺りも一つ考えにないかなというと

ころで、再度、答弁をいただければと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  そういったことも、例えば全国にというところも幅広に検討していき
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たいと思います。 

 先ほど広島市というふうに言ったのは、具体的に考えやすいという意

味があるかなとは思ったのですけども、おっしゃるとおり、例えば先週

のここでの議論にあったように、ふるさと住民制度というふうな、そう

いうのも始まるようです、そういったところとも組み合わせて、全国の

方からというのも視野に入れていきたいと、ありがとうございます。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  次の質問に移ります。 

 ②国は地方圏居住のための環境整備の計画、先ほども言いました特定

居住支援計画自体を官民連携で作る協議会、特定居住促進協議会も設立

可能として、二地域居住支援活動を行うＮＰＯ法人や民間企業を特定居

住支援法人に指定することもできるとしています。 

 これにより、空き家情報や仕事情報、イベント情報などを提供する事

業のハードルを下げることができるとされています。 

 現在、計画のほう、未作成ということではあったのですけども、指定

基準が既にあるか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在のところ、特定居住支援法人の指定基準は設けておりません。 

 先ほども申し上げた二地域居住の促進に関する計画を策定することに

なったときに、併せて指定基準を設けることになるかと理解をしており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  自分が第1回定例会でもちょっと質問させてもらった中にあった空き

家等の管理活用法人も含めてなのですけど、行政以外のＮＰＯ法人や民

間企業と連携して進めていくというところのメリットに、幅広く事業、

この事業計画を展開できるというよさもあると思いますし、行政の負担

も軽くなるのではないかなというふうに考えています。 

 そういった意味でも、この計画が進む中で、支援法人の指定基準等の

策定もスピーディーに行っていただければと考えます。 

 次の質問に移ります。 

 ③関連して、市に対する民間提案制度が6月から開始となっています。

市の公有財産を対象に提案を求めるものとなっておりますが、その審査

基準についてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在、公共施設への公共サービスの向上や効率化、施設の利活用につ

ながる提案を募集をしているところです。 

 審査については、副市長を委員長として関係部長で構成された審査委

員会により、独自性、効果性、公益性、実現性の4つの観点から審査を

行います。 

 採択基準を満たす提案が複数重なる場合は、原則、市として最も有益

と思われる提案を採択することとしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  先ほどの答弁に複数の事業というふうにありましたけども、これは同

じ内容の事業があった場合に一つを採択するということなのか、公有

財産がかぶったときに一つに絞るという位置づけなのか、教えていた

だければと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 新谷総務部長。 

○新谷総務部長  同じ提案がかぶったときに複数とすることもございますし、施設につ

いても、同じ施設でありましたら、その中身を確認いたしまして、同じ

ような提案でしたら、その2つを一つに絞っていくというふうな形とな

ります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  となると、民間提案制度で、この事業がしたいというふうに事業者さ

んのほうからあった場合に、今現在、その公有財産の公表の仕方とし

て、公共施設の適正化の計画の資料を御参照くださいというふうにホ

ームページのほうで見ることができるのですけども、事業と、その対

象とする施設というところが情報が少し少なく、どうしても事業、こ

ういう事業がしたいということになったときに、その担当課と話をし

て施設を提案してもらう、協議するというふうな立てつけなのじゃな

いかなというふうに理解しているんですけども、この民間提案制度自

体は、全国から応募を募っているような位置づけだと思うんですけど

も、公有財産が何があるかとか、どのような施設なのかというところ

が少し不透明なのじゃないかなというふうに感じるんですけども、そ

の辺りはどのように対応されるか教えていただければと思います。 

○石 飛 議 長  新谷総務部長。 

○新谷総務部長  対象施設が不透明ということで、議員おっしゃられるように、どこの

施設があるのかとかいうこと自体も、ホームページからで検索をしてい

ただくようになります。 

 そこについては、こちらのほうもできるだけ多くの提案をしていただ
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きたいと考えておりますので、協議の時間を持つようにしております。 

 協議の時間を6月2日から、約2か月ぐらいですけれども、提案者の方

とか、それから質問していただく方について、原課、それから財産管理

課が窓口になって協議をいたしますので、そのときに解決ができればと

思っております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  協議の時間を取るということで丁寧な対応ができればと考えます。 

 先ほども申しましたように、全国から応募してもらいたい制度になる

かなというふうに考えるのですけども、どのように発信をされるか、お

伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 新谷総務部長。 

○新谷総務部長  発信につきましては、市長が定例記者会見のほうで発信をしました。 

 それを皮切りにホームページで掲載をさせていただいております。 

 今後、ＳＮＳ等も使って情報発信をしていけばと思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  この制度自体はとても自分も魅力的だと考えておりますし、自分自身

もできる限り発信して、いろんな事業、制度案、民間提案という形で

促していければなというふうに考えています。 

 この二地域居住の計画だったりとか、今後の民間提案制度も含めてに

はなるのですけども、安芸高田市として、自発的で、かつユニークな方

針の打ち出しというのが必要なのじゃないかなというふうに考えており

ます。 

 その際、行政、職員の方々のスピード感も大事だと思うんですけども、

その政策の道しるべを示す、ここにおられる執行部の方々のリーダーの

姿勢というのが重要なのではないかなというふうに考えておりまして、

最後に、この執行部の組織に期待することというところを市長にお伺い

したいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  組織の体制ですけども、政策統括監を創設したというところもあり

ますし、そういったところの発信、あるいは、いろんな媒体を通じて、

この思いをしっかりと伝えていくという方法で、統括監の方もしっかり

と、室で3人体制で、今、企業とか、いろんなところへもアプローチを

してくれていますので、必ずや成果が出てくるように思っております。 

 この公共施設の民間提案制度のほうも、応募が上がってくるようにも

伺っておりますので、しっかりと、その辺、実績を積み上げて展開をし

ていきたいなと思っております。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 佐々木議員。 

○佐々木議員  以上で、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で佐々木議員の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 14番 金行議員。 

○金 行 議 員  14番、金行哲昭です。 

 私も、以前、議会に出る前は二拠点居住をしておりました、一応報告

しておきます。 

 通告どおり、大枠4点質問させていただきます。 

 まず、「市民参加支援について」「今年度の主要事業について」「公

共施設廃止スケジュールについて」市長にお聞きします。4点目に「生

涯学習について」教育長にお伺いします。 

 まず、市民参加の市政についてお聞きします。 

 市長は施政方針等々、常々、次世代にいろいろな財政のことで、残さ

ないことで、財政改革をやらねばいけないということを言っておられま

した。人口減少や高齢化の進むなどの対話からの前進、5つのあったか

ビジョン、「対話による改革」「暮らしやすい“あったかい”まちづく

り」「すくすく子育てとまなび」「ぬくもりのふくしとシニアの底力」

5つ目に「がんばる産業は まちの原動力」という5つのあったかビジョ

ンです。その公約の下に市政の推進を図ってこられております。 

 また、この4月には市長の下で新しい予算も出され、我々も賛成をし

ております。 

 金曜日の一般質問の中にも、食育の推進教育、道徳の教育、災害、農

業、学校、今日もですが、学校関係人口等々の質問も適切に答弁されて

おります。 

 その中で、いろいろの思いの中で、もう市長も出られまして、今年の

3月には市長の今年度の予算もやっておられますが、もう1年足らずです

が、今までの思い、今からの思いをどう反映していかれるのか、まずお

聞きします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対して答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほどの金行議員の御質問にお答えをいたします。 

 7月で就任1年になりますけども、基本、対話からの前進ということで

取り組んでおります。 

 その具現化として対話集会というものを開催をしてまいりました。対

話集会を開始して、最初のテーマが皆様御存じのように中学校統合とい

う問題をテーマにさせていただきました。 

 地域の方や現役の中学生、あるいは市ＰＴＡ連合会の役員の皆様のそ
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れぞれの思いをお聞きし、皆様からの御意見を踏まえた上で、現在、市

内6中学校を1中学校に統合するという方針を出したところでございます。 

 今後も対話の機会を活用して、市民の皆様の声を幅広くお聞きし、市

民の皆様と共にまちづくりを進めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  今、市長はいろいろなことでやってまいりますということを答弁され

ましたが、当然やってもらわなくてはいけないし、我々も協力して前進

しなきゃいけないと思うのですが、市長、この分にしても、今度、第3

次総合計画がございます。 

 その中に、やはり市長がこれをしよう、これを将来に向かってしよう

という、その思いは絶対出てくると思いますよ。 

 その中での藤本市長の思いが出てくるのですが、その点どう考えてお

られますか、1点お聞きします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この総合計画あるいは実施計画については、私のマニフェスト、5つ

のビジョン等を中心に構成をされているようになっておりますので、し

っかりとその辺は前に進めるための羅針盤になりますので、市のそうい

ったところでまとめ上げていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  総合計画、年々、市長が今回変わられまして、今回の市長で、市長の

ままの将来に向かっての財政の厳しい世の中の頭、あれもする、これも

するでもいけんし、あれは消していかにゃいけん、これはしていかにゃ

いけん中で、総合計画もやってくださると思います。 

 2番目の質問に行きます。 

 その中で、今年の主要事業において、市町ごとの相談体制の準備、地

域運営の組織というものに力を入れ、行政からの地域支援のことで、特

に地域のネットワークや、地域おこし隊との協力が必要だと思うのです

よ。集落支援設置によって、当初は私の記憶では、もう5月ぐらいから

スタートされるのじゃないかという記憶ですが、いろいろ、これは募集

によって面接してということで遅れとると思うのですが、今の進捗状況

はどうなのでしょうか、お伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 集落支援については、現在のところ、2名、2町において採用が決定を
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しております。 

 6月から八千代町、そして7月から甲田町に配置が決定しております。

それ以外の3町については、集落支援員の地域における活動内容につい

て先行して配置する2町、八千代と甲田の状況を見ながら、再度、調整

し、改めて募集をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  我々の理解では、市長、同時に、何か月、何週間のずれはあるが、同

時にスタートすると理解しとったのですが、それを各町においても、非

常にこのアイデアで考えた集落支援員の配置というのは、今の振興会、

高齢化に向けての担い手、いろいろなことで非常に地域の方も希望とあ

れを持っておられたのですが、これはなぜ2町が決まって、あとの3町は

決まらないのか、やる気がないなんて言っちゃいけませんが、そういう

ことも言いたくなるように、それはどういう状態なんですか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おっしゃるとおり、当初の思惑では5町一遍にスタートしたかったの

ですけども、地域を回らせてもらって、集落支援員の説明等々していく

中で、なかなか人選が思うように進んでないというのが現状です。 

 その中で御理解いただいた八千代町、甲田町からは2名の方が立候補

というか手を挙げていただいたので、そちらのほうを先行して決めさせ

てもらい、あとの3町については、そのままにしとくというのではなく

て、引き続き同時進行で進めていくようにしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  同時進行してやっていくということですから、これは人材の、言葉は

悪いですが、何でもいいからやってくれというものではないということ

やね。 

 それも血税がかかってる税金で雇っていくんですから、そういう気持

ちも分かるのですが、なるべく、そのように早くやって、恐らく八千代

町にしても、甲田町にしても、そういう人材が決まっているのですが、

恐らくいい結果を出してくれて進むと思いますので、早急に進めていた

だくように申し上げておきます。 

 2の(2)番目の質問に行きます。 

 保育施設の統合の進捗状況でございますが、これは補正の分でかなり

同僚議員も詰めてくれましたし、このことは、我が市、吉田ではなく、

安芸高田市全体の注目をしているところでございます。 

 同じことの繰り返しかも分かりませんが、この点はちょっともう一度、
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それ以外のことがあれば進捗状況をお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 先日の予算決算常任委員会でも申し上げましたけども、現在、不動産

の鑑定業務が完了し、用地取得に係る測量を実施しているところです。 

 今後、用地取得の詳細が確定しますと、財産取得の議会承認を求めて

いきますので、それが承認が得られた後、用地を取得し、設立法人の公

募、造成設計業務の発注を行ってまいります。 

 用地造成の設計に当たっては、公募によって選定した運営法人と、園

舎や園庭等のレイアウトについても協議を行いながら設計を進めていく

必要があると考えております。 

 民設民営とすることで特色のある保育の実現が期待できます。設計の

段階から運営法人の意向を反映して、市の思いもしっかりと伝えさせて

もらいながら、より魅力のある園となるよう協議を進めてまいりたいと

思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  これは、本当、我議員、皆注目を、いろいろな場所問題等々ございま

して、これは市長、作ればいいもんじゃないですね。 

 やはり、次の世代、次のことも考えながらいうこともある。だから、

副市長があのとき答弁されたときに、いろいろな問題、段階を踏んで、

その段階の中で前へ進めていくということですが、市長の思いですが、

これはある程度、3回も4回も階段を上がったような立派な保育施設とい

うのですかね、統合の施設をいうことを望んでるのですが、市長も同じ

気持ちだと思うんですが、そこらの考えがあれば、ちょっとお聞かせく

ださい。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  安芸高田市には、認定こども園が既に何か所かあります。 

 それで、今回の吉田については注目されとる認定こども園ということ

であれなんですが、どこも同じような思いで運営をしておりますので、

ただ、この認定こども園、今回整備する認定こども園については、場所

が、後ろが相合の、ああいう自然豊かなところになるということで、そ

ういった五感で保育できるような施設とか、そういったしっかりした特

色のある認定こども園にできるように、応募していただく法人等はしっ

かりと市の思いを共有し、特色ある認定こども園として開園できるよう

にしたいなと思っております。 

 当初では2029年開園でしたけども、それも、もう少し前倒しできるぐ
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らいの勢いで今準備を進めておりますので、一日も早く安全な保育施設

で認定こども園が開園できるように、スタッフ一同一丸となって前に進

めていこうと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  これは本当、一番住民が懸念されているのは、危ないんですよね、何

かがあれば。あった後じゃ遅いということで、市長もいろいろ考えてく

ださいまして決めてくれると思うのだが、なるべく前倒し、手を抜くと

か、ああいうんじゃないです。早くするいうことは、やっぱり、安全の

ところから子どもたちは、そのときは、一応、農協じゃいうことで一応

ございますが、安全に子どもたちがすくすく安芸高田市に住んでよかっ

たなという、皆さんが思われるということで、なるべく早く仕上がるよ

うに、我々も皆聞くことは聞いて、これで大丈夫だと言いましたら、も

う賛成もしますから、その後は着実に進んでもらうように申し伝えてと

きます。 

 それでは、3番目の質問に行きます。 

 これがまた大変ですね、公共施設の廃止スケジュールです。 

 これは昨年で見直しがございました、いろいろ見直しがあって、これ

も着実に進んでいかねばいけない、やらなくてはいいもので、ずるずる

ずるずるきて、20年危機いうことで、私も前の市長からの4％しかいっ

てないのじゃないかということもあって、そのときの議員は誰だったか

言うたら、私も一番古くでおりましたから痛感はしとるんですけど、こ

れは、市長、決まっているのは、ある程度着実に進んでいくのですか。 

 継続的なまちづくりを毎年検討していく、その先のこの1年はこれ進

んだ、このときはこれ進んだというものを確実にしていく必要があると

思うんですよ。 

 それをしなくちゃ、まあ、いいやと、これはこうだと、じゃあ、要る

ものを早く、早くせえというんじゃないですよ。要るものは絶対要っ

て、市長が言っておられる5つの話合い、5つのあったかいまちづくりで

すから、それも含めて、だから住民は残してくれいうことがあると思い

ます。 

 私、議員のところでもそういうことはありますが、これはもう廃止し

ないといけんのはもう腹に決めてやっていかにゃあ、全然、やはりパー

センテージが進んでいかんと思いますが、これは毎年ずつ、毎年でも半

年でもいいでしょう、点検いうんですか、チェックするし、点検する必

要があると思いますが、その点どう思われますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 本市がまちづくりを進めていく上で、公共施設等、総合管理計画で掲

げている公共施設の総量縮減目標への着実な実行、達成に向けた進行管

理の役割として、この公共施設廃止スケジュールは必要だと思っており

ます。 

 目標達成に向けた推進を図るため、公共施設廃止スケジュールは、進

行状況に応じ、原則として毎年見直しを行うこととしております。 

 この見直しに当たっては、地域の皆様とか、あるいは施設利用者の

方々など、多様な関係者の皆様との協議を丁寧に行い、その結果を反映

させていきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  これは、市長、丁寧な説明、それはもう必要なんですよ。丁寧な説明

の中に説得と納得、地域の人はそれを残しとってほしいんですよ、あん

まり利用がなくても。 

 そこを説得、納得は必要になる。だから、半年に一遍、1年に一遍は

着実にやっていく必要はあると思いますので、その点、その気持ちを最

後、この部分に関しての最後、ちょっとお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この廃止スケジュールが目標ですので、それを着実に進めるために

丁寧な説明、そして納得してもらって前へ進めるということなんで、こ

れは施設を残すための説明という意味ではございません。 

 しっかりと、この目標に従って進めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  金行議員。 

○金 行 議 員  はい、納得しました。 

 それでは4番目、教育長にお聞きします。 

 教育長、新教育長、御苦労です。市民が健康で生き生きと生活するた

めには生涯教育が必要と考えます。 

 教育長に当たって、人口減少、高齢化の中、生涯教育って広うござい

ます。その中での、今度、猪掛教育長は、市でもいろいろなセクション

にも就かれましたし、部長も経験されて、幅広い認識は持っていらっし

ゃると思うのですが、教育長になられての思い、教育長の方針、思いを

ちょっとお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  先ほどの答弁の中でも触れましたが、生涯学習の充実というのは、

私としても大変重要な課題の一つと捉えております。 

 特に人口減や高齢化が進む中においても、市民一人一人が輝き、まち
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に活気を生み出すため、生涯学習が果たす役割は極めて重要であると認

識をしております。 

 安芸高田市で暮らす人が、生涯を通じて自ら学び、充実した生活を過

ごせるよう、学習機会の提供、また各種活動の活性化、また施設の充実

等に取り組んでいきたいと考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  今の教育長の思いを聞きました。 

 教育長、今、いろいろな生涯教育へ行って学び続ける環境問題、社会

教育のいろいろなこと、具体的には学習情報の支援等々必要と思います

が、今、教育関係の施設、体育館とか、そういう教育のための生涯教育

のための施設の費用ですよね。これ非常に使用されるのに何か使用料が

上がりすぎるいうことが出とるんですよ。 

 それをひとつ、教育のためいうことと、子どもたちがこれを利用して

の認識とかいうことについて非常に懸念を持たれているのですが、この

点をちょっとお聞きしたいのですが、答弁をお願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  施設の使用料ということであると思いますけども、これも、いろい

ろこれまで協議を重ねられて現在の状態があるというふうに認識をして

おります。 

 それぞれ、また利用の形態によって減免措置の規定もあると思います

ので、現在、そうは言っても、なかなか生涯学習活動というのがしっか

りやっていただけるような環境づくりはしていかなければならない。 

 ただ、その支障となることがあれば、例えば使用料が高過ぎるとか、

そういうことがあれば、その部分については、しっかり要因を分析して

検討をする余地があるというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 金行議員。 

○金 行 議 員  原則は利益者負担ということもございますし、経済活動の中でやっぱ

り教育、生涯教育ということがございますので、そこらを配慮してやっ

ていってもらいたいと思います。 

 いろいろなことがございますが、市長、教育長に今日は質問させてい

ただきましたが、20年後の我が市、現在も今も考えなきゃいけませんが、

5年後、10年後、20年後も、財政は厳しくなっています。お互いに頑張

っていかなきゃいけないし、我々も考えていかにゃいけんのを肝に銘じ

て、一般質問は終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、金行議員の質問を終わります。 

 おおむね１時間が経過しましたので、換気のため、13時55分まで休憩

といたします。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時４７分 休憩 

午後 １時５５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を解いて会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 6番 南澤議員。 

○南 澤 議 員  6番、南澤克彦です。 

 私もかつて二拠点居住をしておりまして、先ほどの金行議員のバトン

を受けて一般質問していきたいと思います。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 まず1点目、「教育投資について」お伺いします。 

 本年3月27日の総合教育会議において、中学校1校案、新設の方針が示

されました。 

 また、3月の議会では、吉田町内の3園を統合し、新たに認定こども園

を新設することが決定しています。 

 一方で、現在、基本構想を作成している第3次総合計画の中では、人

口減少社会を背景に、定住人口を目標指標に位置づける方向で審議が進

められております。 

 人口減対策が本市の大きな課題であります。そうした中、必要となる

のは、この町に住む理由、住み続けたくなる理由ではないかと考えま

す。その理由の一つとなり得るのが教育環境の充実ではないかと考えま

す。 

 本年4月に策定された第3期学校規模適正化計画の中に、目指す学校教

育の姿については言及があるのですが、まちづくりの起点、拠点として

中学校統合を捉える文言はありません。 

 せっかく多くの税金を投入して投資を行うのであれば、このような学

校があるから、それを目指して安芸高田に住もうと人口が流入してくる、

あるいは、外に出ていくのではなくて、安芸高田で教育を受けさせたい

と転出抑制ができるというようなまちづくりの視点が必要ではないかと

考えます。 

 この点について、市長の考え方をお伺いします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対して、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほどの南澤議員の御質問にお答えいたします。 

 中学校の統合については、これから教育委員会が中心となり、ハード、

ソフト、両面での魅力ある統合中学校の創設に向けて取り組んでいきま

す。 

 学校は地域コミュニティの核としての性格もあり、まちづくりの在り

方と密接不可分であることも承知をしておりますが、一方で、まずは保
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護者の声を重視して、地域住民の理解と協力を得ながら事業を着実に進

めることに注力したいと思っております。 

 結果として、充実した教育環境が、定住を考える際、本市を選んでい

ただく大きな魅力の一つになればと考えております。 

 中学校を取り巻く問題は、中学校だけじゃないのですけど、小学校を

含めて、今、不登校の問題も大きくあります。そういった意味で、不登

校に対応することも考えていかなくてはいけないと思っておりますし、

昨年度の一般質問で南澤議員からもありました、いわゆる特認校ですね、

そういった学校の方向も一緒に含めて、この新しい中学校を建設する上

で考えていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

○南 澤 議 員  魅力あるという答弁もあった中で、今の答弁をお伺いすると、不登校

という課題がある、あるいは学力について、先ほど来、同僚議員の一般

質問中にもあったかと思いますが、学力に対する課題だったり、あるい

は落ち着きのない授業が一部の学校で現状としてあったりすると。 

 そういう課題をどのように解決していくかという、その現状ベースで、

これからあるべき姿を考えていくというのも一つの手法で、課題を解決

していくというのも大切な考え方だと思うんですけれども、これから、

このまち安芸高田市がどういう姿になっていかなきゃいけないのか、そ

れを、その基礎を築くための初等教育、中等教育がどうあるべきか、そ

の目指すべき社会の姿、あるいは教育の姿、こういったことを考えた上

で、そこに近づくための学校教育の在り方、そういったことを、現状か

らだけではなくて、どうあるべきか、どういう教育がよい教育と言える

のか、そういったところから議論を積み上げて、この学校があるから安

芸高田の未来が明るくなるのだと、そういうような学校づくりを、この

際に議論を重ねて進めていくべきではないか、この学校があるから安芸

高田が元気になっていく、活力を持っていく、そういう学校統合をきっ

かけに、そういう教育改革も考えていくべきではないかと思うのですけ

ど、いま一度、御答弁をお願いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おっしゃるとおり、今、ゼロからのスタートになりますので、この

中学校像をつくり上げる中で、委員会の中でもそういった教育像という

のもしっかりと打ち出していくようになると思います。 

 そういった中で、各、いろんな分野の人の意見を聞きながら、当の基

本計画というか、骨子をまとめていかなくちゃいけないと思っています

ので、そういった中、それはハード、こういった魅力ある校舎を作れば

という部分もあったりとか、当然、教育ですのでソフトの部分、中身が

しっかりとしてないと、なんぼ箱物だけがよくても中身が付いていかな
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いと意味のない投資になりますので、そういったところはしっかりとバ

ランスを見ながら考えていく必要があると思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  先ほど来の議論の中で、学校教育でいうと、学力のところであったり、

生涯教育の中では一生涯にわたって自ら学ぶ力と、学ぶような態度です

ね。そういったことが議論になっているのですけれども、その学校教育

の中で語られる学力というのは、測り方としては、現状、国語だったり、

算数、数学だったりの全国共通テストの結果が一つの指標になっている

のですけれども、果たして自ら学ぶ力を測るのに、その指標だけでいい

のかというような議論も当然あるのだろうと思います。 

 こういったところについては、今日はあえて触れず、教育長も新しく

なったばかりですし、担当課長の方も大半が変わってしまったという状

況もあるので、9月以降、どのような教育がよいと言えるのか、そうい

ったことについては、また改めて議論の場をしたいと思っていますので、

今日のところはこの辺りで、次の質問に移りたいと思います。 

 2点目「生活支援体制整備事業について」お伺いします。 

 3月の一般質問では、今年度、令和7年度中に現行の生活支援員制度を

見直し、介護保険法に基づく生活支援体制整備事業への移行する方針を

御答弁いただきました。 

 現在のところの進捗状況と、今後の計画についてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 生活支援体制整備事業の実施に向けて、現在、広島県と広島県地域包

括ケア推進センターから、立ち上げに関する伴走支援を受けるよう協議

を進めております。 

 また、社会福祉協議会とコワーキング会議を月1回開催し、事業規模

及び内容等について詳細を協議してまいります。 

 評議団体との調整により、具体的な制度設定を行った後に地域振興会

などを通じて市民の皆様への説明を行っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  今、立ち上げの伴走支援をお願いして、月1回、社協と連絡を取り合

って協議をしているというところなんですけれども、生活支援体制を整

備していくに当たり、やはり、直接、高齢者のお困り事だったり、ニー

ズだったりに対応していくのは、かなり地域で担当していかないといけ

ない部分が多いのだろうと心得ております。 
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 そうした中で、その体制を作ろうと思えば、地域振興会を始め、各行

政区だったり、そういったところに今後どうなっていくのか、どのよう

になっていくのかということを早めにお伝えして準備を整えていかない

と、来年度というのはすぐやってくるので、今のお話を聞くと、時系列

のいつ頃から地域とお話をするのかというところがちょっと見えてこな

いというあたりで、この辺り見通しがあればお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 井上福祉保健部長。 

○井上福祉保健部長  先ほど答弁させていただきましたとおり、社会福祉協議会と現在協議

を進めて事業の制度設計をしているところです。 

 これが完了しますと、どうしてもやはり集落支援員との整合性、それ

から足並みをそろえていく、どうしても地域課題を吸い上げていくとい

う点では、集落支援員と生活支援体制整備の第2層のコーディネーター、

ここはどうしても共存していくという形になりますので、そちらと合わ

せて、おおむね今年の秋ぐらいから地域に出て、ワークショップなり、

地域課題の聴き取り等を行っていく方針としております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  今、答弁の中で集落支援員という言葉が出てきたと思いますが、この

集落支援員というのは、今、各町に配置を計画されていて、先ほど答弁

もありましたが、計画されている5町のうち2名が今決まったというよう

な、その集落支援員という理解でよろしいのか、それとも、また別のも

のを考えていらっしゃるのか、ちょっと確認のため、お伺いしたいと思

います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 井上福祉保健部長。 

○井上福祉保健部長  集落支援員、各町に1名ずつ今配置を予定している集落支援員と、今

のコーディネーター共存していくという形で考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  となりますと、今、安芸高田市、旧6町合併してるうちで、5名は配備

する予算計画になっていますが、吉田町については本庁があるために集

落支援員を置かないという、今年度置かないという説明だったかと思い

ますが、吉田町についてはどのようにされる予定でしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下政策企画部長。 

○高下企画部長  今年度は確かに5町でのスタートです。 

 新しい福祉の仕組みを入れていくというふうなところの話が出てまい
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りましたので、来年度のところでは、吉田町についても必要なのではな

いかというふうなことは思っております。 

 ただ、現実的にどこに見ていただいてとか、その場所の問題もありま

すし、具体的に、実際、今、吉田町については政策企画課の担当がそう

いったことも、事務職的なこともやっておりますので、どのようなこと

をやっていただくかというのは他の支所とは少し違う役割かなというふ

うにも思っています。 

 ちょっと、そこの整理をした上で、吉田町の配置については考えたい

なというふうに思っています。 

 まだ未定ということです。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  はい、分かりました。 

 では、吉田町については、現状、職員の方がその集落支援員の代わり

をしながら、秋からぐらいをめどに、集落支援員と生活支援コーディネ

ーターになるところと連携をしながら体制整備を続けていくという理解

でよろしいでしょうか。 

 その点ちょっと確認のため、お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 井上福祉保健部長。 

○井上福祉保健部長  はい、そのとおりでございます。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  では、次の質問に移ります。 

 ②番です。広島県内を見ると、安芸高田市は、唯一、生活支援体制整

備事業を行っていない自治体でありますが、後進ならば後進のよさがあ

り、先行事例から学んで、よりよい体制を構築するべきではないかと考

えます。 

 生活支援体制整備事業はウェブなどの資料によると、一般的に住民主

体の活動を作る事業だったり、共同体をつくって住民の意見を聞く事業

だったり、ボランティアの育成や集いの場をつくる事業のように語られ

る文脈も散見されるんですが、これらはあくまで目的ではなくて手段と

いう認識でよいんだろうと思います。 

 地域にある、あらゆるものを使って課題を解決しようというのが本当

の生活支援体制整備事業の趣旨であり、突き詰めて考えると、高齢者の

ニーズと地域資源のマッチングが本質であるというふうに理解をしてお

ります。 

 ニーズの把握、先ほどお話の中では集落支援員がというような話もあ

ったのですが、ニーズの把握について、この事業が介護保険の事業に基

づく以上は、その起点となるのは地域包括支援センターではないかなと
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いうふうに考えます。 

 なぜなら、まず、そこに地域包括支援センターに介護等の相談が集中

する、そこに集まってくるから私もそのように考えるのですけど、もし

違うということであれば後ほど答弁でお願いしたいと思いますが、そう

考えると、その支援が必要な対象者本人のニーズに合わせた地域資源や

活動につなぐことで対象者がよりよく幸せに生活できるは、いわゆるウ

ェルビーイングを実現していくことが、この生活支援体制整備事業では

ないかというふうに考えます。 

 そのように考えると、生活支援コーディネーターは、現在、地域包括

支援センターを請け負っている社会福祉協議会にお願いするのが合理的

ではないかなと私には思えるのですけれども、その辺りの所見を伺えれ

ばと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 御指摘のとおり、生活支援体制整備事業の生活支援コーディネーター

については、安芸高田市社会福祉協議会に委託することは非常に合理的

であると認識をしております。 

 これは長年にわたり地域におけるネットワークを築いていること、そ

して社会福祉士など福祉専門職が在籍しており、高齢者の生活課題に関

する専門的な知識と経験が豊富であること、地域包括ケアシステムの中

核として情報共有が期待でき、高齢者の多様なニーズに対して切れ目の

ない支援を提供できること、そしてボランティア活動の推進や住民参加

型の福祉活動を長年支援しており実績があることなど、多くのメリット

があると考えます。 

 また、本事業の導入により実施体制の整備も必要となるため、先方の

意向も踏まえて協議を継続してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  認識が共通、共有できているということが確認できましたので、ぜひ

その方向で進めていただければなというふうに考えております。 

 では、次の質問に移ります。 

 ③番生活支援はできないことの支援だけではなく、対象者本人の特性、

特徴に合わせた高齢者の社会参加の実現が大切な視点であると考えます。 

地域社会の担い手不足という、もう一つの課題もあるのですけども、そ

の二つの課題をつなげる制度として、就労的活動支援コーディネーター

という制度があり、現在行われているシルバー人材センターで扱うパー

トタイム的な一般就労ではなく、有償ボランティア領域の掘り起こしが

期待できると考えます。 
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 高齢者の生活の質の向上につながるものと考えますが、導入の考えが

あるか、所見を伺いたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 高齢者の就労と労働者のマッチングについては、現在はハローワーク、

あるいは先ほどありましたシルバー人材センターでも既に行っており、

新たな掘り起こしによる状況はどうなるかというのがちょっと未知数な

ところもあります。 

 本市では、限られた社会資源、人材の中で、現時点においてはまず生

活支援体制の構築に注力し、本事業に就労的活動支援コーディネーター

を導入するか否かについては、慎重に検討する必要があると現在は考え

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  今、慎重にというようなことで、現状あるものを使っていくという

ような御答弁でした。 

 この就労的活動支援コーディネーターというのは、協同労働による労

働者協同組合なんかの仕組みのサポートもされてるというふうに聞いて

います。この労働者協同組合、簡単に言えば、働く人自らが出資して組

合員となり、自ら事業の運営に関わり、事業に従事するという働き方だ

と思うんですけれども、いわゆる地域振興会だったり地域の自治組織の

中で地域の困り事をボランティア、有償ボランティアという形で時給何

ぼというような形で仕事を受けていったりすると、そういう組織をつく

りながら、地域の困り事を自分たちで解消していく、それもしっかりと

対価を払った上で、対価がやり取りされる中で続けていくというような

仕組みのもので、広島市なんかで大変盛んに行われているというのは御

存じかもしれません。 

 集落支援員で地域づくりをしていく中で、地域の課題を幾つも課題を

見つけていくんだろうと思うんですけれども、じゃあ実際それをどうや

ってその課題を解消していくのかと考えたときに、仕事のほうはリタイ

アしてるけどこれまで培った経験がたくさんあったり、趣味でやってる

ことが誰かの役に立ったり、あるいは居場所がないとか、なかなか集ま

りにも参加しづらい、特に男性の高齢者の方で居場所がない方がいらっ

しゃったりすると思うんですけれども、そうしたものを、例えば何か共

通の趣味のグループをつくって、その中でお金を出し合って自らで運営

していったりするというようなことも考えられると思います。 

 何かというと、十分検討の余地があって研究をしていくべきではない

かなというふうに考えるんですけれども、その辺りについて、市長の考
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え方を改めてお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  現在、この就労的支援コーディネーターですかね、それを導入して

いるのは県内廿日市1市のみというふうに今伺っております。 

 そういった中で、まだ広がりが今から出てくる分野なんかなという思

いもありますし、廿日市の状況がどういうのかというのをちょっと私は

今のところ持ち合わせていませんので、その辺も調べながら、先ほども

繰り返しになりますが、検討しないというわけではなく、慎重に既存の

ものも含めながら考えていきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  まさに、就労的活動支援コーディネーターという名前では県内では廿

日市の例があると思うんですけれども、一方で、実は広島市はこの名前

ではないんですけれども、その協同労働を推進するのをいち早く取り組

んでいて、広島市内でも何十か所というレベルで、地域で自ら困り事を

解決していくとか、ＰＴＡが集まって子どもたちのスポーツ環境をつく

っていくとか、そういったことをこの協同労働の仕組みを使って、自分

たちで自分たちの目の前にある課題を解決していこうという取組が進ん

でいます。 

 これこそまさに地域の自治活動であって、こういった活動がどんどん

活発になっていって、自分たちの地域の困り事は自分たちで解決してい

くんだと、それを行政だったり、そういったものが支えてくれると、そ

れで何か困ったことがあっても自分たちでどうにかしてやろうぜと、そ

ういうような心意気を育てていくために、大変有用な仕組みになるんで

はないかなというふうに思います。何かあったら行政何とかしてくれと、

わしはどうにもできんのんじゃというような形で、人のせいにばっかり

しとっても、なかなかものはよくなっていかない。何か困ったことがあ

ったら、じゃあ、どうしたら自分たちでこの目の前の現実を変えていけ

るだろうかと、そういう実例をつくっていくことで、このまちがより活

力に満ちてくるんではないかなというふうに考えますので、ぜひ研究し

てみていただきたいなと思います。 

 いま一度、研究してくださいという質問にさせていただきたいと思い

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  横文字の組織じゃなかったですかね。 

 ところで、それのことも承知はしております。内容としては、昔の振

興会の立ち上げのときには自分たちのできることは自分たちでやってい
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こうというような趣旨のところの現代版かなという思いもしますんで、

繰り返しになりますけども、研究、検討をしっかりして、使えるもので

あれば、うちで実現できるものであれば、展開をする必要もあるんだろ

うと思います。ちょっと調べさせてください。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  今、生活支援体制整備事業の枠の中、制度の枠の中で、福祉の文脈で、

今、就労的活動支援コーディネーターを持ち出してるんですけれども、

まちづくりの文脈の中でも十分に使えるものだと思います。 

 前回の一般質問の中で集落支援員について、福祉でも使えるんではな

いかと、まちづくりだけでなく福祉でも使えるんではないかというよう

な話をさせていただいたんですけれども、両方、こういう協同労働の仕

組みだったり、集落支援員だったりの仕組み、いろんな使える国の制度

というのがありますので、こういったものを各地域でどういう在り方が

いいのか、どうやってみんなで生活支援体制を整えていくのかっていう

のを、協議して選べるような体制が後発として生活支援体制整備事業に

取り組む我々は、我々として、進めていくべき道ではないかなと私考え

ます。 

 どれか一つ、これに向けてやってけじゃなくて、いろんな制度がある、

こういったやり方があるというのを、地域住民の皆さんと一緒に考えて

いって、使える支援を使いながら、みんなでよりよい社会やあるいは高

齢者の見守り体制をつくっていくという考え方が必要ではないかなとい

うふうに思います。 

 選べる体制について、そういう生活支援体制整備事業を行う考えがあ

るかどうか、いま一度お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 おっしゃるとおり、後発というか後手に回ってる結果、そういった環

境があれば、選べるというか、ところで市のほうが組立てができるよう

であれば組立てをしていきたいなという思いはしております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  ぜひ研究のほうをお願いしたいと思います。 

 では次の質問に移ります。大枠3番、ＤＸの推進について伺います。 

 第2次総合計画後期計画や、過疎地域持続的発展計画にＤＸの推進が

うたわれていますが、現状の進捗状況をお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 
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 現状ですけども、本市で実施をしておりますＤＸの取組としては、市

民向けのものと市役所分系のものがあります。市民向けとしては、国が

進めているインターネット経由での住民行政関係の申請等を行うことが

できるぴったりサービスを活用した電子申請で、介護保険、子育て関係、

消防関係の申請で利用できます。また、市の公式ＬＩＮＥでの行政関係

の証明書の申請、道路等の危険箇所の通報などができるようになってお

ります。 

 また、市役所向けとしては、文書、伝票等の電子決裁、会議等のペー

パーレス化などに取り組んでおります。 

 進捗度からするとまだまだ不十分と考えており、今年度から本格的に

ＤＸ推進に取り組むこととしております。今年度はまず市のＤＸがどう

あるべきかを体系的に整理するＤＸ推進計画を策定します。ＤＸの推進

によって抜本的に行政事務の効率化を進め、あわせて市民にとっての利

便性の向上を図ることを目的としております。 

 現在、総務省の地域社会ＤＸ推進パッケージ事業を活用して、計画策

定に必要な現状分析と、取組の方向性の検討を進めているところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  取組を進めているがまだまだ余地があるということで、これから計画

を立てていくということは、状況分かりました。 

 まだまだ余地があるというのは認識共有できてるなというふうに思い

ました。 

 では、次の質問です。 

 第4次職員定員適正化計画からも、当初の人口規模からも、今後、職

員の減少は避けられないものと思います。一方で、担当業務の削減はあ

まり進んでいないというふうに見受けております。 

 そうした中、生成ＡＩによる業務効率化に取り組む自治体も増えてお

り、当市においても、人数が減っていっても業務がしっかりと回るよう

に生成ＡＩによる業務の効率化に取り組むべきではないかなと考えまし

て、当市における導入の状況と今後の指針についてお伺いしたいと思い

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在は御存じのように、全庁的な生成ＡＩの導入は行っておりません。

生成ＡＩは他自治体の活用事例から見ても、幅広い分野で業務効率化を

図ることができるツールであると捉えています。どのような生成ＡＩを

どのように導入していくかということについても、今後策定するＤＸ推

進計画の中でしっかりと検討、整理した上で推進していく考えでおりま
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す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  現状ではしていないということで、これからは計画に基づいてという

ことだったかと思います。ぜひ進めていってほしいなというふうに思い

ますし、例えば議会のほうでも、個人的にですけれども、前回議会広報

の中の一般質問の原稿は議事録を生成ＡＩに読ませて、400字程度でこ

のような形でまとめてくださいと、こういうふうにお願いしたところ、

ほんの1分2分のところで適当な原稿出てきて、そこをあとは人間がチェ

ックして、ちょっと手を入れて、もうそれで仕事が済むような状況にな

ってますし、いろいろと会議があったときの議事録の作成だったり、そ

ういったものにも十分使えると思いますし、そういったところはもうあ

る程度導入も進んでるのかと思うんですけれども、いろいろ使えること

があると思います。 

 そうしたものも、本当はすごいたくさん今サービスができていて、そ

れ一々全部試しながらやっていくっていうのはなかなか効率も悪いとこ

ろもあると思うので、外部の力を使って、その知見を生かして市内の、

町内のですね、業務の仕分とかどんなことができるかっていうのを考え

ていったらいいんではないかなと思うんですけれども、その辺り、外部

人材の活用についてはどのようにお考えでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  外部のことについても、これから計画の中でどのようなことを具体的

にやっていくかという検討する中で、どうしても頼らなくてはいけない

部分も出てくると思います。先ほど、お持ちのジチタイワークスの中で

もいろんな先進事例が毎月紹介されて上がってきておりますけども、そ

ういったものも参考にしながら、我が安芸高田市にあったＤＸ化という

のを進めるのがこの推進計画で、取りあえず取りまとめてまいりますの

で、その辺を必要とあらば外部の力も借りて進めていく必要があると思

っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  外部の力ということでありますと、広島県ではデジシップという制度

があって、ＩＴ人材というか、そういう専門的な人材を複数の市町で共

有していこうというような考え方もありますし、国のほうでは総務省が

地域活性化企業人という制度をつくっておりまして、そういう情報分野

に長けた方を企業が自治体に派遣をして、その地域貢献をする活動に国

の予算が使えて1人当たり年間560万でしたかね、それぐらいの予算が出
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るようなものもあります。こういったものを活用していってほしいなと

いうふうに思うんですけれども、その辺り、改めて答弁いただければと

思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど紹介いただきました広島県のデジシップですけども、当市も利

用しておりまして、今一人人選が確定をしましたけど、先方の今のお勤

めの関係で、ちょっと当市へ来られるのが少し遅れるんですけども、当

初より今年度は派遣をしていただくということで、広島県のほうにもお

願いをしておりまして、先般確定したということで、ちょっと派遣が少

し先になりますけども、そういったものを活用して推進をしてまいりま

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  外部人材の活用が進んでいるようで安心しました。 

 このデジシップの場合は、複数の市町で県から派遣される人材を活用

して、ＤＸの推進に努めるということだと思うんですけれども、そのア

イデアだったりこういうことからこういうふうにしたらこうやって効率

化できるよねというような指示が来るんだと思うんですけれども、実際、

中でそれを庁内に浸透させていくのに、やはり専門人材、常駐の者が要

るんではないかなというふうに思います。 

 そういったものを活用するのに、先ほど申し上げました国の地域活性

化企業人という制度を使えるんではないかなというふうに思います。そ

ういう人材を専門的に派遣する業者もいるやに聞いてますので、そうい

ったところをぜひ活用していただきたいなと思います。 

 今、デジシップのほうは答弁いただきましたので、この地域活性化企

業人について、どのようにお考えか、お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど紹介したデジシップの派遣の人は、安芸高田市専従で派遣にな

りますんで、複数の市町を見るということではないということだけは御

紹介をしておきます。 

 後半の分の仕事人でしたっけ、それは総務省のほうの資料で提案があ

ったというのは見ておりますんで、その辺ももちろん専属で派遣してい

ただきますんで、その辺との兼ね合いもあると思いますんで、そこはち

ょっと慎重に考えたいと思いますが、取りあえずデジシップの人は安芸

高田市専属でうちに入っていただきますので、よろしくお願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 
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○南 澤 議 員  専任ということで、県のほうの資料では市町共通人材というふうに書

いてあったので、ちょっと私のほうでこれからそのまま質問したもので

ありました。専任ということで安心しました。 

 では、次の質問に移ります。③番です。総務省の自治体ＤＸ推進計画

では全庁的、横断的な推進体制とする必要があると書いてあります。 

 当市においては現状では企画部の政策企画課の中に担当があると思い

ますが、横串を刺すというか、横断的なものについては新しくできた総

務部の政策統括官の中で専門チームをつくってはいかがかと思うんです

けれども、この辺り、市長の見解をお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

本市でＤＸ推進するために企画部政策企画課に人事配置を行っておりま

す。今年度、ＤＸ推進計画を策定、繰り返しになりますけども、ＤＸ推

進計画を策定し、今後取り組むべき事項について明らかにするとともに、

ＤＸに取り組む体制を整備していく考えでおります。 

 御指摘のあった専門チームや組織の在り方については、どういった体

制が市にとって有効かを検討し、実行力のある組織をつくってまいりた

いと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  ちょうどその担当課を、今総合計画のほうでも、今年度中に総合計画

をつくったりする中で、大変忙しいのではないかなと、勝手に心配をし

てみるところです。その辺りの人材配置については、副市長を含めて内

部のほうで協議していければいいんだろうなとは思うんですけれども、

専門的にぐっと力を入れて、少ない人数でも回っていく社会を形成して

いく必要があると思います。 

 人口減少社会の問題は、いかに人口減少のスピードを減らしていくか

っていうことと同時に、少なくなった人数でいかに地域社会を回してい

けるかというところだと思いますので、それをＤＸというのは強力に、

あるいは生成ＡＩですよね、後押ししてくれるものだと思いますので、

特に我々のような自治体では、推進、不可欠だと思います。その辺りの

市長のお考えを改めてお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 少子高齢化になる中で、職員数がこれを人数を維持するということは

大変厳しい状況です。予算の内容を見てもらっても分かりますように、

人件費の部分が相当数を占めておるということもある中で、今後やっぱ
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り少ない人数でこの行政を市政を回していくということは、当然取り組

んでいくべき方向性となると思いますんで、その中でやっぱりこのＤＸ

化というのは避けて通れない、絶対必要不可欠な分野と思いますんで、

その辺をしっかりと組み合わせて、スムーズな移行をしていきたいなと

思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 南澤議員。 

○南 澤 議 員  課題の認識を共有できたなというふうに思いますので、しっかりこれ

からは我々のほうもいろいろ提案をしながら、またチェックもしながら、

推進していけるように努めていきたいと思います。 

 これで私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

○石 飛 議 長  以上で、南澤議員の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

1番、益田議員。 

○益 田 議 員  1番、益田一磨です。 

 通告に基づいて大枠5点質問させていただきます。 

 まず1項目め、事務事業評価シートについて質問させていただきます。 

 本市のホームページで、財政課のページにて行政評価が公表されてお

りました。平成24年度、平成25年度分については、該当ページで公表

されているんですが、平成 26 年度以降は該当ページには掲載されてお

らず、現在は決算資料の中の事務事業評価シートに要綱がまとめられて

いるというふうに認識をしております。 

 まず、(1)番です。様式変更した当時の狙い、目的などが分かればお

伺いします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほどの益田議員の御質問にお答えをいたします。 

 様式を変更した理由については、当時行政評価のために行っていた事

務の負担が、これを行うことで得られる効果と比べて重過ぎると判断し

たため、行政評価の目的である、いわゆるＰＤＣＡサイクルを回す必要

最低限の項目に絞って、持続可能な仕組みに見直したというものです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  続いて、(2)です。過去の評価シートにあったいわゆる過去含め3年

分の比較というような項目が、現在の新しくなった様式のほうではなく

なっております。 

 これは事務事業評価というのを行う上で、過去の課題等と比較してい

くことっていうのは大変重要かと思うんですが、その点、市長のお考え
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をお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  御指摘のとおり、過去の課題等を比較することは重要だと認識をし

ておりますが、先ほど説明しましたように、ＰＤＣＡサイクルを回すの

に必要な項目に絞る過程で、過去3年分の比較スペースがなくなってい

ます。 

 過去との比較をする際には、それぞれ年度の事務事業評価シートを並

べて確認することで足りると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  おっしゃるとおりで、過去比較があることでメリットデメリット多

数あると思います。やっぱり、作成をするに当たっての人的なコスト、

時間的なコストと見合う効果が得られないというのもあるかと思うんで

すが、一方で過去比較があることでメリットもあるんじゃないかと。例

えば予算の要求の妥当性ですとか、事業効果の持続性、成長性というの

を判断する材料には、やっぱり過去比較必要かなと思うんですね。 

 長期的な視点で、単年度だけでは気づきにくいこういったコストの増

加、成果の減少といった問題の兆候を早期に発見できる可能性あるかと

思います。 

 一方で、過去の数値に縛られて前年並みの予算ですとか、事業内容を

意識し過ぎると、抜本的な見直し、改新的な改善進みにくくなる可能性

もあるかとは思うんですが、そういった懸念も評価シート作成の際にし

っかりと留意しながら制作いただければ、問題とならないのではないか

なと思うんですね。 

 これ、問題提起させていただいたのが、やっぱり令和 4 年度、5 年度

だったり、過去のものと比較してもそうなんですが、やっぱり課によっ

ては、担当課によっては、その前年と全く同じ成果、同じ課題っていう

のが例年続いていくようなものも見え隠れしまして、そういったところ

を改善する意味では過去比較の評価シートがあれば、一般市民の方も見

てすぐ分かるというようなところで、住民がしっかり行政を監視するっ

ていう点では重要かなと思うんですが、それを踏まえて再度、現在の事

務事業評価シートに過去比較の項目、前年踏襲とは別のものでも構いま

せんが、何か入れていくお考えないか、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おっしゃるとおり、過去の比較というのは大事だと思います。それと

前年踏襲になるリスクというのもあるとは思うんですけども、あとスペ

ースの問題と、それと単年ごとにつくっておりますので、できたらそこ
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を並べて比較してもらえればなという思いでは今のところはいますけど

も、そういった今状況で、思いではおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  市長のお考えよく分かりました。 

 次に行きます。大枠2番でふるさと納税について質問いたします。 

 これ前回、令和7年第1回の3月定例会一般質問にて、自分の一般質

問でふるさと納税について質問させていただきました。その中でふるさ

と納税のコメント、応援コメントを市長が読み上げて、感謝の気持ちを

伝えるコンテンツがつくれないか、それから公式ホームページにて、ふ

るさと納税の寄附の状況を知らせる際に月ごとの集計以外にも、年度ご

との集計も公表されてはどうかという2点、提案をさせていただきまし

た。 

 いずれも前向きな答弁をいただいて、その上で実行にも移していただ

けたというふうに感じております。率直に申しまして、驚きました。 

 と同時に、一般質問させていただく意味というか意義というか、そう

いう前に進んでいる実感が湧いてきたというのが、いわゆる本心でござ

います。 

 とはいえ、もちろん是々非々で今後も参らせていただきたいんですが、

その点を踏まえた上でお伺いします。 

 (1)番です。年度別の集計は確かにホームページ上でふるさと納税の

結果を公開されるようになったんですが、最新のデータというのが令和

5 年度、安芸高田市のふるさと納税がピークを迎えた時期で公表は止ま

っているように見受けられます。御承知のとおりとは思うんですが、安

芸高田市のふるさと納税額は令和6年度に前年の3分の 1ほどに、5年

度のピーク時から3分の1ほどに減少しまして、令和に入っての総額で

見てもいわゆる最低額という形にはなってしまっております。 

 この令和6年度の3月分までのデータも、月ごとでは既に公表できて

いることから、理論上は、年度別のデータ公表にも、この6年度分の結

果を入れ込むことは十分可能かなと考えるのですが、現在までに公表に

至ってない理由というのがあれば、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  やると言ったことはやりますんで、御安心ください。というとまたあ

れなんですけども、できることは、1つずつやっていきたいと思ってお

ります。その一つがコメントの紹介というところで、実際にやらせてい

ただいております。 

 そして、この質問の6年度の分ですけども、現在6年度のふるさと納

税の実績の公表に至ってない理由ですけども、例年6月議会で報告が終
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わった後、公表する流れになっております。今回議会においては6月19

日の全員協議会の報告を速やかに市のホームページに掲載し、公表する

予定としております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  6月議会後、この議会が閉会後に、なるべく速やかに行っていただけ

るというような認識を持ちました。 

 次に移ります。(2)のところです。総務省の出しておりますふるさと

納税に関する現況調査結果によると、全国的なふるさと納税額及び件数

の推移というのが見れます。その中で全国的には、平成 30 年度の納税

額、約5,127億円から、この令和元年度の納税額約4,875億ですね、こ

れ微減という形で、30 年度から令和元年に関しては全国的には減りま

して、その後は年々右肩上がりで、令和5年度には令和元年から比較す

ると約1兆1,176億円なんで、全国的には令和元年から令和5年度にか

けて約2倍の数値を叩けたという形です。 

 当市で安芸高田市の年度別の状況を見ますと、平成30年度は約7,438

万から、令和元年度は約2億4,588万円と、前年比でこの時点で3.3倍

まで大きく膨らみました。安芸高田市は令和元年度に伸びたと。その後、

全国推移とは逆に、減少、増加、減少と若干の波が続いて、同じく最後

の令和 5 年度は約 4 億 4,562 万円、やはり 2 倍程度に膨らんだ現状で

す。 

 これは全国的な統計と安芸高田市との統計とでちょっと逆行する場面

も見られる中で、こういったところの要因、原因について考えられる点

ですとか、推察できる点があれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 ふるさと納税の寄附額の変動のうち、全国的な傾向と本市の傾向が異

なっている部分について、御説明をいたします。 

 まず、平成 30 年から令和元年にかけて全国的な傾向では減少である

のに対して、本市の傾向は増加です。全国的には返礼品の調達割合を寄

附額の3割以下とするなど、適切な競争を促すルールが適用された年と

なったため、寄附額が減少しました。 

 一方で、本市ではこの期間に現在でも一番人気になっております鶏肉

を新たな返礼品として登録をしました。その結果、多くの皆さんに評価

をしていただくことが寄附額に大きな影響を与え、大きく増加をいたし

ました。翌年、全国的な傾向は増加基調で推移しているのに対し、本市

において減少しているのは、前年度新たに登録した鶏肉の経費率が想定

よりも高くなったため、必要な寄附額の設定を上げたことにより、お得
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感が低くなったと評価されたことによるものです。 

 次に、令和 5 年度において前年度と比べ寄附額が全国では 13.7％増

だったのに対し、本市では 121.9％となりました。これは当時の市長の

情報発信力のトーンにより市の認知度が大幅に向上し、多くの方に応援

をいただいたことによるものと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  令和元年、2019年度の上昇理由と、それから令和5年度の上昇理由、

風が吹いたと以前答弁もありましたが、そのようなことがあったんだろ

うとよく分かりました。 

一方で、令和2年から4年の間にちょっと注目したいんですが、全国平

均で言うと令和 2 年度は 6,725 億、令和 3 年度は 8,302 億、4 年度は

9,654 億円と右肩上がりになってます。前年比でずっと 2 年度は、元年

と比べると 37.9％アップ、3 年度も 23.4％さらにアップ、4 年度も

16.2％、順調にここも右肩上がりの期間が全国的にはあるわけです。 

 一方、安芸高田市は令和2年度には一度下がって1億8,347万円、今

年だけで25.3％下がってます。令和3年度は持ち直して、2億1,458万、

それでも 16.9％前年比で上がりましたが、前年下がった分には達して

ない状況です。令和 4 年度は約 2 億 78 万、また 6.4 パー下がったとい

う形で、この2年3年4年のこの3年間で見ますと、安芸高田市は全国

と比べて、ふるさと納税についてはちょっと遅れをとったんじゃないか

なというふうに見えるんですが、元年から4年までで見れば、全国の自

治体合計は約2倍まで伸びていた中で、安芸高田市は、元年から4年で

見ても18.3％減ってるここの状態ですね、5年度に風吹いたのはいいん

ですが、この2年から4年の間の担当課においてのふるさと納税につい

ての課題感だったり、その当時の状況などについてお伺いできればと思

います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  2019年から2020年のところで全国的には増えているのにそこで下がっ

た理由については、先ほど市長が答弁したとおり、鶏肉の経費率を見直

さざるを得なかったというところがありました。 

 安芸高田市の特徴として、そのふるさと納税の返礼品として多く皆さ

んから注文いただいているのが鶏肉ということになります。全体の約 6

割が鶏肉というふうになってまして、そこに集中しているがために、そ

この原価率といいますか、経費率を見直したということで、お得感が良

くも悪くもといいますか、今回鶏肉で一発当たってという言い方もあれ

ですが、すごく皆さんのところに届けられるようになったんですけども、

そこが少し厳しいねというふうになると、一遍に下がってしまう、そう
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いうふうな結果になったんだと思います。 

 その後、2021 年、2022 年と、やはりその鶏肉の一本足で立ってるだ

けじゃ駄目だということで、ほかの返礼品についても候補を探そうとい

うことで、いろいろと開拓に努力したんですけども、なかなかそこがう

まくいっていないというふうなところだと思っております。 

 ここについては、市もそうですし、それから委託している事業者も引

き続き、これまでもずっと努力をしているところです。 

 ぜひその第二、第三の鶏肉になるような、そういうものをつくってい

きたいなというふうに思ってます。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  いわゆる先ほど挙げられた課題のところ、まだ現在も解消に至って

ないと、なので5年度に上がった部分の揺り戻しのような形で6年度かな

り減ってしまってるような状況もあるんだろうと思います。 

 先ほどは還元率も見直さざるを得ないと、いわゆる市の仕入価格がお

おむね3割以下、30％以下にならないといけないというところだと思う

んですが、例えば市場価格との返礼品のいわゆる消費者側のお得度みた

いなものですよね、そちらの還元率、市場価格と実際のふるさと納税の

金額の還元率でいうと、先ほど一番ふるさと納税に対して出ていってい

るのが鶏肉だということだったんですが、還元率とか、消費者側のお得

なものにフォーカスすると、何かそういった還元率が一番高い商品は何

になるか、可能な限り分かればでいいので、答弁お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  今の質問の意図は、要は返礼品に対して、かかっている原価率が30％

にできるだけ近いものというふうなことなのだろうと思うのですけれど、

なかなかちょっとそれ、今これですねというのは即答ができない部分が

あります。鶏肉についてはどの部分がコストがかかるかといいますと、

配送料になります。そこは原価率、原価30％とはまた別の外の数字にな

りまして、そこがやはりできるだけ新鮮なものを美味しい状態で食べて

いただきたいというその出荷側のこだわり、こだわっている部分があり

まして、冷蔵での出荷にというふうにしています。冷凍であればもう少

し柔軟性も出るんだと思うんですけども、やはり製品の魅力をできるだ

け高められるところということで、そこはコストがかかっても致し方な

い部分かなというふうに思っているところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  よく分かりました。 

 ちなみに 6 月 13 日付けで総務省より、ふるさと納税にかかる指定制
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度の適正な運用についてという通知があったかと思います。全国的に不

正事案が二つあったというところで、一つ目は産地偽装に当たるような

もの、それから二つ目は返礼品の高価買取、いわゆる3割以下の基準を

超えてたというところでした。産地偽装については言うに及ばないんで

すが、返礼割合については該当団体は返礼品として米を提供されてらっ

しゃったと。しかし平成 30 年度から奨励金というのを、ふるさと納税

の返礼品出していただく米農家のみに対して、その奨励金を別途出して

いたそうでございます。奨励金の割合も返礼品の米の割合に応じて上が

る仕組みというような形で、買取り価格の名札の付け替えのような形で、

この実質返礼割合の3割を超えているルール違反だというような判断に

なったようです。 

 いわゆるこういったルールの網目をかいくぐるような事例も見られる

ということで、もちろん先ほどの御説明のとおり寄附額の見直しだった

りを都度されているので心配はないかと思うんですが、念のため、お伺

いしますが、安芸高田市では過去こういった事例含めて、ふるさと納税

に対して疑義を持たれるようなことが一切なかったかどうか、併せて伺

います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  総務省が定めたその基準に抵触するということはございません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  最後に、安芸高田市の公式ホームページには、ふるさと納税のこの

寄附を募る事業と実績についてというページがございます。このページ

はふるさと納税の寄附を募る7事業の説明と年度ごとにどのような活用

されたかの発表がされてまして、いただいたふるさと納税の使用用途の

公表というのは、市政の見える化において非常に重要な要素だというふ

うに考えております。 

 しかしながら、通告のこの執筆時点では、2024 年 6 月 21 日の更新を

最後に更新が止まってまして、内容自体は令和4年度の使用用途の公表

を最後に更新されてないのが現状でございます。少なくとも令和5年度

の分とかでは使用用途の公表がなされてもいいのかなと考えるんですが、

公表や更新が難しい事情があれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  もしホームページに載ってないのであれば、こちらの更新漏れだと思

われますので、別途確認をして、すぐに対応したいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 
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○益 田 議 員  ぜひ更新をお願いしたいと思います。 

次に行きます。大枠3番で安芸高田市デジタル住民票、いわゆるＮＦＴ

というものについて質問させていただきます。 

○石 飛 議 長  益田議員に申し上げます。 

 質問の途中ではございますが、おおむね1時間がたちましたので、3時

10分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時５６分 休憩 

午後 ３時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 益田議員の一般質問を再開いたします。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  休憩明けなんで、改めて大枠3番に移ります。 

 安芸高田市デジタル住民票ＮＦＴというものについて質問させていた

だきます。 

 ここでいうデジタル住民票というのが、先ほどあったＤＸ化とかの住

民票を取得する際のデジタル化とかＤＸ化というものでなくて、いわゆ

るＮＦＴ、ノンファンジブリトークンというそうでございます。日本語

にすると、非代替性トークンと、日本語にしても分からんと。要するに、

替えのきかない唯一無二のデジタルデータであると、もう唯一のものな

んですっていうのを、いろんな最新の技術によって保障されているもの、

これをデジタル住民票と称して、昨年の 2024 年 4 月 23 日から 4 月 30

日まで1週間の期間限定で販売をされました。発行予定枚数はその当時

で3,000枚、販売金額は1枚1,000円とのことで、安芸高田市のニュー

スリリースではデジタル住民票、こういったものを発行することで、Ｗ

ＥＢ3.0 型の関係人口を創出し、市民だけでなく市外の方も一緒になっ

て安芸高田市を盛り上げていただきたいという考えを発表されました。 

 (1)です。改めてデジタル住民票発行の狙い、これがどういうものだ

ったのかをお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  デジタル住民票の導入目的は、本市の関係人口をつくるということだ

ったと思います。導入した2024年4月は前市長の情報発信等により本市

が全国から注目が集まっている時期で、新たな関係人口をつくっていく

上では一番良いタイミングだったと捉えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  おっしゃるとおり、タイミングとしては注目が集まってた時期だっ

たと思います。 
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 (2)に移るんですが、その当時発行予定枚数が 3,000 枚とのことだっ

たんですが、デジタル住民票の実際発行された枚数、これが何枚となっ

たか、お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おっしゃるとおり3,000万円を上限として設定をしておりましたけれ

ども、実際に発行された枚数については1,432枚でした。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  (3)番です。このＮＦＴ事業について、市の令和6年度の予算には計

上があったか、一度伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この事業はデジタル住民票の売上げが運営事業者に入り、その内の

50％で運営事業者が発行に関する諸手続、広報事務等を行います。そし

て残りの50％が市の収入として入金されるという仕組みになっておりま

す。 

 市の歳出として計上されるものではなく、歳入のみが計上されること

になります。歳入については雑入として整理をされているため、予算上

でも個別の歳入費目は設定をしておりません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  先ほどいわゆる発行コスト、いわゆるこのＮＦＴを何枚売れようが

初期投資というのは実際あるのか、ないということで恐らく答弁いただ

いたと思うんですが、収益構造として(4)、収益構造がどのような設計

となっているのか、収入比率だったりそういったものの範囲を伺えれば

と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 デジタル住民票の販売に伴って、市に入る収入形態としては二つあり

ます。新たに発行されたデジタル住民票の場合、購入額の 50％が市の

歳入となります。設定している価格は1枚1,000円ですが、応援の意味

などを込めてそれ以上での額で買うこともできますし、実際に1,000円

以上で購入された方もいらっしゃいます。 

 一度販売されたデジタル住民票が転売される場合は、転売額の 10％

が転売市場におけるロイヤリティとして発生します。このロイヤリティ

のうち70％が市に入ることとなります。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  いわゆる初期、一次販売の際は50％が市の収益と、二次転売の際は

収益の10％のうちさらに70パーなんで7％が市の収益になるのだろうと

思います。 

 これ二次転売の際についてちょっと細かく聞きたいんですが、例えば

1,000 円の一次販売のデジタル住民票が、二次販売で 1,500 円で売られ

ましたと、こういったときのその最初との差額、いわゆる1,500円から

元値の 1,000 円を引いた 500 円っていうこの利益に対して、さらに 7％

の掛け算になるものなのか、あるいは1,500円でそもそも販売されたの

で1,500円の7％になるのか、この辺りちょっと細かくお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  二次販売の場合、やはりその販売額の総額に対してですので、今例で

言われた分でいきますと、1,500円のというふうなのが母数になります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  そうしますと、例えば元値が1,000円のもので販売するよりも、元値

が1万円のもののほうが、二次転売については収益がそっくりそのまま

上がるような理解でよろしいんでしょうか、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  すいません、それは元値が1万円の場合、はい。そうですね、その元

値に対する割合を掛けていきますので、1万円で売れたほうが高いもの

が入ってくるというふうな仕組みになります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  (5)に行きます。同じく市のニュースリリースでは、特典としてデジ

タル住民票を購入すると、二つの特典があると、安芸高田市のデジタル

住民だとＳＮＳ等で公言できる保障がついているというところと、それ

から二つ目が、県外での神楽公演の割引優待が受けられること、この二

つが特典という説明があります。 

 実際、この2番目の割引優待が行われた神楽の公演回数、何回あった

か伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この神楽については、2024年6月8日に開催をしました広島安芸高田神

楽の関西公演、一部、二部の2公演を対象といたしました。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  (6)に移ります。実際の利用者数についても伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この割引優待を利用して神楽公演を鑑賞された方は6人となっており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  こちら6人、一応正確なところで言うと、6回使われたというふうに

一応事前にお伺いをしておりまして、お二人の方は公演を1回見られて、

お二人の方は前半後半の公演を2回見られたと、なんで、実際に使われ

たのは4人で6回使われたというのが正確なところじゃないかなと思うん

ですが、これ当初予定されていた関係人口の創出だとか、利用者数、想

定のものと比べてどのような結果と捉えられているか、お伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  この利用をもって関係人口がつくれたというふうな評価だというふう

に捉えれば、これはかなり少ない数字だと考えます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  おっしゃるとおりで、この2番の特典、神楽のところについては外需

の取り込み面ではそこまでだったのかなとは個人的は評価をしておりま

す。 

 このＮＦＴの取組自体、1 番のデジタル住民だと公言できるっていう

ところだったりとか、自治体がＮＦＴに取り組むっていうそこの新しい

取組としては非常に評価するべきだとは思いますし。ちなみに先ほどの

収益のところの話もあったんですが、実際1,400名ほどの方が買われた

ということで、70 万ほどはざっくりと利益が出てるかなと思うんです

が、この点についても結果に対する評価、想定どおりなのか、あるいは

もう少し収益額としては増える見込みだったのか、その辺りあれば伺い

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  当初3,000枚を上限としてというふうに販売をしましたので、上限い

っぱいまで売れる、売れればいいなというふうなことは思っておりまし

た。ですので、想定がそこであったとすると、想定よりも少ない数字で
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あります。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  (7)に移ります。割引特典を受ける実際の流れ、システム上の仕組み

についてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 当日、神楽の公演会場でスマートフォン等でデジタル住民票を提示を

いただき、確認できた方に直接1,000円をキャッシュバックをいたしま

した。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  この1,000円のキャッシュバック自体は当初から想定してる収益の部

分から出されたのか、あるいは神楽団体のほうから出資となったのか、

その辺り分かれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  この関西の神楽公演については、商工観光課のほうで予算をしており

ました、その中からというふうなことに、神楽、詳細の名前は今ちょっ

と覚えておりませんが、その実行委員会のところから、こういう方が来

られたらというふうなことをお伝えをして、それでその中から払ってい

ただいたというふうなことになってます。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  いわゆる実行委員会のほうからの負担になったということでござい

ます。 

 昨年度、この発表5月以降の県外での神楽公演というのが5回あった

と、県外の公演は5回と認識してます。5月11日大阪、5月18日姫路、

6月8日の関西公演が先ほどの割引の対象であると。それ以降にも11月

3日の京都公演と、今年に入ってですが1月26日も佐賀公演があったん

じゃないかというところで、ここの11月3日や1月26日の公演につい

ては、割引優待自体がそもそも実施されてないとのことなんですけども、

システム的な難しさだったり、先ほどあったような実行委員の負担にな

っていく部分がネックなのか、あるいは何か狙って意図的なもの、狙い

があって割引優待を行わなかったのか、その辺りあればお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  まずはその取組の最初ということで、1回だけを決めてやってみよう
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ということでやったというところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  いわゆるもう最初から年1回、初回1回のみでやろうということで決

められてたということなんですが、実際特典としての書き方であれば、

県外での神楽公演の割引優待が受けられると、これ1回と決めてたんで

あれば、それを明記するべきじゃないかとは思うんですね。実行回数が

年に1回だけっていうと、個人的な感想では、少なくともその恩恵があ

ると思って買われた方にとっては少ないのかなという気もしてしまうん

ですが、当事者の方が納得されてればもちろん大丈夫だとは思うんです

が、デジタル住民の方から、ちょっとそういった実際にクレームといい

ますか、特典の利用機会を増やしてほしいというような御意見などは現

在には一つもなかったでしょうか。その辺りを伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  今のところは聞いておりません。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  一応今まではなかったということで安心しました。 

デジタル住民の専用のコミュニティとして、このデジタル住民票を購入

するヘキサというシステム、会社さんのほうの、ダオ、ＤＡＯと書くん

ですが、この仕組みを利用されているというふうに伺ってます。 

 いわゆるデジタル住民同士が総合的にコミュニティをつくって、コミ

ュニケーションを取れるっていうのも関係人口創出だったり、こういう

ＮＦＴ導入に関してのそもそもの狙いにはあったのかなと思うんですが、

実際にこういったコミュニティの中で、デジタル住民の方からの御意見

などの吸い上げだとか、そういったのは現状まで行われてますでしょう

か、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  今のところはそれができておりません。 

 当初、検討する中では、そういったこともできればというふうなこと

は考えておりましたが、なかなかその仕組みをつくっていくというとこ

ろができていないというところです。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  そもそもコミュニティ内でデジタル会員同士が発言やコメントでき

る環境というのがつくられれば、もっと盛り上がっていくのかなとも思

いますし、第二、第三なども考えていきやすいとは思うんですが、やっ
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ぱりＮＦＴの発表された時期が、そもそも前年の4月末ということで、

その後市のトップも変わったりなどがあり、意外とそのままいけなかっ

たのかなという、ちょっと混乱も内部であったのかなともう勝手に邪推

はしているんですが、先日の一般質問、先週、金曜日の秋田副議長だっ

たり、浅枝議員だったり、本日も佐々木議員などから、関係人口の創出

拡充について御質問があったかと思います。その中にふるさと住民登録

制度というのが取り上げられたかと思います。登録することで住民税を

居住地と選択した第二の故郷のような間で案分するような仕組みも議論

はされているとのことです。 

 もちろん、これから国から具体的な方針などが上がってきてからには

なるかと思うんですが、既に安芸高田市ではちょっと似たような取組で

このデジタル住民票、関係人口がつくれるところのきっかけが動き出し

てはいます。このデジタル住民向けのコミュニティを活発化させておけ

ば、例えば先々において何か有利な制度が出てきたときにふるさと住民

登録制度へ登録を促すような仕組み、呼びかけとかがこういったコミュ

ニティが生きていればできたんじゃないかと思うんですが、将来的な利

活用も踏まえて、こういうデジタル住民に向けてのコミュニティを今の

うちから活性化させていくような、既にデジタル住民になっていただい

てる方に対して、改めてそういった働きかけされるようなお考えはない

か、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。1,432枚、今発行しておるということで、実質所

有者については747名ということになっております。1人1枚でなく複数

枚購入されておるということで、747人の方が今所有者ということで確

保、確保というか、グループができておりますんで、本市のデジタル住

民票を持っていることによって得られるメリットや特別感をもう少しし

っかりとを出していく、演出していく検討が必要であるとは考えており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  改めて(8)に移ります。現時点では先ほどお伝えしたようにＮＦＴの

その後の積極的な利活用というのはあまり見られない、表に出てないと

感じております。ある種ではほったらかしのような印象を受けてしまう

んですが、今後、安芸高田市デジタル住民票について市のほうからアク

ションを起こされる考えがあるか、特にいわゆる去年発行した第一弾の

ものについては、これから制度を変えるとかいうのは大変難しいものだ

と思うんですが、いわゆる第二弾、第三弾というような形で、価格の見

直し、内容の見直しされた上でアクション起こされる考えがあるか、い
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ま一度伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  御指摘のとおり、市への興味、関係を深めてもらうツールとしては十

分に活用できている状況ではないと思っております。先ほども申しまし

たけども、本市のデジタル住民票を持っていただけていることの得られ

るメリットというものや、特別感をどのように演出していくかというこ

とを検討する必要が、せっかくこうやって七百何人も所持していただい

ておりますんで、有効にそこは考えていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  承知しました。 

 批判だけで終わるとよくないので、少し提案などもできればとは思う

んですが、そういったＮＦＴの活用事例を他市町で調べますと、他の自

治体でも幾つか事例というのが見られます。新潟県長岡市の旧山古志村

ではデジタル村民という形でメタバース上、仮想空間の上で交流を深め

たり、その方が実際にデジタル村民という方が現地入りして雪かき体験

をされるというような取組があるそうです。 

 北海道の芽室町では、ふるさと納税と絡めたり、来訪するたびにこの

持っているＮＦＴのイラストデータ自体がレベルアップすることによっ

て、住民票を持っていることへのプレミア感が高まるような仕掛けだっ

たりとか、いわゆる市に来ていただきやすい、再訪を促すような仕組み

があるとのことです。 

 山形県の西川町では、温泉の無料利用券を特典としたり、町長自らが

参加するオンラインコミュニティなどを開くことで、うちには財政説明

会などもあるかと思うんですが、1,000 枚限定っていう発行限度枚数に

対して、この西川町、1 万 3,440 件応募が殺到したっていう事例があり

ます。 

 我が市でも例にならうと、神楽門前湯治村ですとか、たかみや湯の森

など、入浴だけでなくて飲食、物販、可能な観光施設あります。湯治村

であれば週末は神楽も見られると思います。こういう温泉などは例えば

人が来ても来なくても、悪い言い方をすれば沸きっ放しなので、経費に

ついてはさほど変わらないので、七、八百円の入浴料を例えば回数制限

つけてもいいですが、無料にしたりしても、現地でもし浮いたお金で飲

食していただいたり、ちょっとお土産を買っていただいたり、そういっ

た意味で言えば経済効果をもたらす可能性がＮＦＴには大いにあるんじ

ゃないかと考えます。 

 先日の定例会初日にもこの湯治村の収支報告が上がってましたが、経

営努力の成果が如実に表れて、しっかり湯治村全体としては黒字化され
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ている状況も踏まえて、いい傾向にあるとは思いますんで、こういう、

前市長はちょっと否定されたかもしれませんが、ＮＦＴの特典のところ

で、市に直接呼び込むような仕組み、特典はつけられないか、その辺り

所見をお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど紹介いただいた市町、隣の山口県の美祢市も何かやってるとい

う情報がありますんで、これは入場料無料にしたとか、鍾乳洞ですかね、

を無料にしたとかいう特典もあるようですんで、この検討はしていく中

で、おのずからもそういったもんも参考にしながら、安芸高田市でいう

観光資源、湯治村とか湯の森、その辺も含めて検討はするようになるん

だろうと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  あとは関係人口を深める以外のところで、例えば市に直接足を運ん

でいただくタイプのが観光地とかになると思うんですが、その他例えば

ネーミングライツなども今回市としては出されております。あれもＮＦ

Ｔの仕組みを使ってる自治体もある中で、こういったところも再度取り

組まれるような考えがあるか、お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  今後、特別感あるいはメリットを考えていく中で、当然そういったも

のも検討の一つには入れていきたいなと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  ＮＦＴについては一旦これで最後にしたいと思うんですが、最後、

例えばなんですね、安芸高田市デジタル議員なんていうのもちょっと面

白いんじゃないかなと個人的に思ってまして、ＮＦＴというのはそれな

りの付加価値、プレミア感というのがついて初めて動き出すんじゃなか

ろうかというふうに考えております。 

 供託金なら 30 万とかでは言い過ぎかもしれませんが、ただ先ほど答

弁にあったように初期投資、初期の値段が高いほど転売価格、二次販売

の価格も上がるところじゃないかと思います。要は、今までのデジタル

住民票とは区別して、多少高めな価格設定とした上で、こういう現実に

起こった安芸高田市の様々な議題とか、なんなら丸々この議会に上がる

議案について、デジタル議員の方でも、コミュニティ内で投票だったり

御審議をいただくとか、例えば市のＳＮＳの運用方法だったり、こうい

う議会中継の公開とかについても、そういったデジタル住民、デジタル
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議員の方に議論いただいてもいいでしょうというところなんです。 

 その現実の議会との乖離がもし出れば、それはそれで議論が深まるき

っかけにもなり得ると思いますし、一議員としてはそういう市の直接的

な市民の方ももちろんなんですが、こういう特に市の愛着ですとか思い

が強いデジタル議員の対話の機会とかもあれば、非常に面白い、他市町

にはない唯一無二の取組できるんじゃないかなとも考えるんですが、提

案ばかりで申し訳ないんですが、一度御答弁お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  たくさん御提案いただきありがとうございます。まずすぐできるかど

うかを含めて、いろんな提案の中の一つということでお受け取りをした

いと思います。いろんな形でこのせっかくのデジタル住民票という制度

を生かすためにはどういうふうにすればいいかという一つの御提案でし

ょうから、そういった意味で検討、研究等はしてみる必要があるのかな

という思いはしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  続いて大枠4番に移ります。たかたん等の安芸高田市関連のグッズ販

売について質問をいたします。 

 現在、自身のユーチューブチャンネルで配信をしていったり、Ｘなど

のＳＮＳを利用してますと、市内の方のみならず市外の方からも様々な

反応をいただくというような状況でございます。その中でよくいただく

御意見としては、たかたんがかわいい、たかたんをもっとＰＲしてほし

いといった声も多数上がります。市の公式マスコットキャラクターがこ

のように認知をされている、市内外を問わず愛されているという現状に

ついて、まず大変うれしく思います。 

 加えて最近では、市長の定例記者会見等においてもたかたんをピック

アップされております。既にＰＲに十分力を注いでいただいているとい

うふうに認識をしております。 

 その中で（1）です。現在、たかたんのグッズ販売やＰＲにおいて、

市のほうでの今後の展開予定とか目標等があれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 たかたんのグッズ販売については、道の駅三矢の里あきたかたで取扱

いを行っておるのが現状です。ＰＲですけども、あくまで安芸高田の知

名度向上が目的であり、たかたんは魅力あるツールの一つとして捉えて

おります。 

 販売の目標とかいうのは今のところ設定というのは、道の駅もしてな
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いと思いますので、以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  続いて（2）に移ります。いただいたお声聞く限りで、市内外を問わ

ずたかたんグッズについてはある程度一定の需要はあるものと見込んで

おります。現在、市のほうで通販ですとかＥＣサイトでのグッズ販売、

こういったのは行われてますでしょうか、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。市として現在、たかたんのグッズ販売については

行っておりません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  市としては行ってないという答弁いただきました。 

 （3）に移るんですが、この一般質問の通告に伴って、自身でもいろ

いろとインターネット等で検索をしていく中で、ＷＥＢサイトきゃらポ

チッという通販サイト、ＥＣサイトが見つかりました。これ、フェイス

タオルやアクリルスタンド、キーホルダーやトートバッグなど、現在

12点のたかたんグッズが販売されているとお見受けします。 

 この通販サイトきゃらポチッの中には、商品は市区町村の許可を得て

製造販売しておりますと表記がありますが、このサイトでたかたんグッ

ズの販売に至った経緯を伺えますでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。このＥＣサイトについては全国のご当地キャラを

取り扱うグッズショップを運営されている民間の企業とお聞きをしてお

ります。 

 たかたんグッズの販売に至った経緯ですが、このサイトを運営する企

業より市にキャラクター使用承認申請がなされ、所定の手続の後、承認

をしております。その後、製造販売を行われております。このほかにも

多くの企業団体よりたかたんキャラクターの使用承認申請を受け付けて

いる状況です。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  このサイトに限らず多々そういった申請があって、適宜適正であれ

ば認定されているということだと思うんですが、(4)です、こちらはこ

ういったものの販売に伴って、市のほうに実際直接的に収益などは発生

するのか伺います。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 このＥＣサイトからの収益は発生をしておりません。民間独自での製

造販売となっております。市としては安芸高田市の知名度向上につなが

る取組として判断し、許可をしているところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  このサイトに関しては全額民間の会社にたかたんグッズの販売にお

ける収益は全部民間の会社に行っているということなんですが、(5)で

すね、商品の作成や販売の申込時に何か販売利益のうち数％でもいいん

ですが、市のほうに入ってくるような仕組みというのは、行政で作成可

能でしょうか、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現在は安芸高田市マスコットキャラクターの利用に関する取扱いを元

に許可を出している状況です。 

 しかし、言われるように少しでも収益となることであれば、その仕組

みについては検討してみたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  要項の改正は時間かかるかもしれませんが、場合によっては見直し

も考えていただけるというような答弁だったかと思います。 

 (6)に移りたいんですが、このＳＵＺＵＲＩというＥＣサイト、通販

サイトがあります。御存じの方も大変多いとは思うんですが、ＳＵＺＵ

ＲＩというのが元となる画像データを用意さえすれば、様々な様式のＴ

シャツ、パーカー、ソックス、帽子、サンダル、スマホケース、バック、

マグカップ、タンブラー、マスク、クッション、文具と本当に多岐にわ

たる商品、在庫を抱えず作っていただけます。 

 様々な商品を作成して販売してくれるサービスなんで、特に利用しや

すい点としてこの受注生産となるために、販売者側、依頼する市の側に

とっては在庫を抱えるリスクがないという点があるかと思います。 

 先ほど話題に挙げたＮＦＴのサービスもＳＵＺＵＲＩ内で取り扱って

たりします。こういったＥＣサイトの利活用、現在まで内部で御検討い

ただいた経緯などがあれば、詳細を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 これまで市が直接グッズ販売を検討したという経緯はございません。

第三セクターの道の駅が中心となり、取組をしていただいております。 

 今後は前の質問にも関係しますけども、市の収益、道の駅の収益、

様々な角度から検討したいと考えます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  このＳＵＺＵＲＩですね、商品のカテゴリによってある程度の原価

が既に決まってます。販売する際にクリエイター側、今回で言うと市が

もし依頼した場合は、この市の独自で利益を上乗せすることができる仕

組みがあります。上乗せ分は市のほうにそのまま取り分として収益が入

るような仕組みというのがあるわけです。市にとってみれば、もちろん

さっきの民間に収益が流れる形でも広報やＰＲ優先でやりたいというも

のもあるんかとは思うんですが、であれば、ＳＵＺＵＲＩというサイト

でも原価販売というのですることができますし、取り分を少しでも上乗

せして収益化することで、たかたんという安芸高田市の資源ではありま

すから、こういったのを使って財源確保もできるんじゃないかと思いま

す。 

 こういうリスクなくリターンがもし期待できる仕組みではないかなと

思うんですが、改めてこういうＳＵＺＵＲＩ、ＥＣサイトの利用を進め

ていくお考えはないか、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  繰り返しになりますけども、市の収益とか道の駅の収益等をいろんな

様々な角度から考えて、検討はしていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  最後、大枠5点目に移ります。安芸高田市のユーチューブチャンネル

登録者数と利活用において伺います。 

 安芸高田市の公式チャンネルは、この執筆時点で 18 万 6,000 人の登

録者で、市議会のほうのチャンネル登録者数は3万4,000人ほどです。

いずれもピーク時よりも減少傾向にあります。 

 (1)なんですが、ピーク時からの減少率、下がり幅としては緩やかに

なってきているかなと感じるんですが、その辺り、例えば月ごとの具体

的な数値で御提示いただくこと可能でしょうか、伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 



【速報版】 

 

85 

 御指摘のようにピーク時からの減少は御指摘のとおりです。具体的な

数字については、市議会ユーチューブチャンネルの数字も含め、担当部

長のほうから答弁をさせます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 新谷総務部長。 

○新谷総務部長  市公式ユーチューブチャンネルにおける登録者のピークは、2024年7

月の26万7,470人です。翌月からピークアウトし、8月22万9,416人、9月

21万9,614人、10月21万3,377人、11月20万8,581人、12月20万3,921人、

2025年1月20万154人、2月19万6,617人、3月19万3,530人、4月19万255人、

5月18万8,015人、6月18万5,409人となっています。 

またピーク時からの減少率は前月比で2024年8月、マイナス14.23％、

9月マイナス4.27％、10月マイナス2.84％、11月マイナス2.25％、12

月マイナス2.23％、2025年1月マイナス1.85％、2月マイナス1.77％、

3月マイナス1.57％、4月マイナス1.69％、5月マイナス1.18％、6月

マイナス 1.39％であり、ピーク時から 2025 年 6 月までの減少率は、マ

イナス30.68％です。 

 市議会ユーチューブチャンネルにおける登録者のピークは 2024 年 5

月の4万 5,329 人です。翌月からピークアウトし、6月 4万 4,675 人、

7月4万3,741人、8月4万831人、9月3万9,907人、10月3万8,802

人、11 月 3 万 8,073 人、12 月 3 万 7,458 人、2025 年 1 月、3万 6,792

人、2月3万6,265人、3月3万5,769人、4月3万5,073人、5月3万

4,714 人、6 月 3 万 4,342 人となっています。またピーク時からの減少

率は前月比で 2024 年 6 月マイナス 1.44％、7 月マイナス 2.09％、8 月

マイナス6.65％、9月マイナス2.26％、10月マイナス2.77％、11月マ

イナス1.88％、12 月マイナス1.62％、2025 年 1月マイナス1.78％、2

月マイナス1.43％、3月マイナス1.37％、4月マイナス1.95％、5月マ

イナス1.02％、6月マイナス1.07％であり、ピーク時から2025 年 6月

までの減少率はマイナス24.24％です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  丁寧に答弁いただいてありがとうございます。2番なんですが、(2)

で本日の質問内容を踏まえて、改めて今後の市公式ユーチューブの利活

用について、市長の所見を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 メディアミックスによる相乗効果で利用者の増加を図ることが不可欠

であると考えております。現在は文字では伝わりにくい情報も映像を通

じて視覚的に伝えることができる動画コンテンツを活用した市の広報誌
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との連携を検討しています。 

 またユーチューブの動画コンテンツの多様化も肝要であると考えてお

り、市長の密着動画などを通して、市政への理解と親しみを持っていた

だくような企画も計画しているところです。 

 引き続き、市の魅力を発信するツールとして、積極的に活用していき

たいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  例えば先ほどのＳＵＺＵＲＩというサービス、他の通販サイトにな

い特徴でユーチューブアカウントと連携ができたりします。市の公式チ

ャンネル、まだ18.6万人登録者数があるので、他の自治体と比べてもま

だ十分な資源であるユーチューブと連携することで販売促進にもつなが

りやすいとかいうのも考えられるはずです。 

 こういったリンクの機能を生かして、例えば市長から執行部から商品

化してほしい商品のアイデアをユーチューブで広く募集するですとか、

先ほど提案したＮＦＴのアイデア、市内外を問わず多くの方にアンケー

トを取るなど合わせ技で連携してユーチューブを活用することでも、

様々な相乗効果を生み出せるのではないかと思います。 

 毎度毎度恐縮ではございますが、そういったコンテンツの発信ととも

にやはり双方向での意見交換というのができるように、一部の動画だけ

でもユーチューブのコメント欄開放ですとか切り抜きの許容などできな

いものか、しつこいようですが再度伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  引き続き、検討してまいります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 益田議員。 

○益 田 議 員  この定例会中も含めよく耳にするのが、議会のユーチューブ、アー

カイブ上がるのが遅いよという意見です。今まで有志といいますか生配

信されてるチャンネルもあって、早く見られたい方はそちら見られてた

かもしれませんが、その方も配信を卒業されて、現在リアタイでの視聴

はちょっと1週間、2週間、情報が遮断されると。これあくまで市の、議

会のほうのユーチューブの裁量は議会にあると分かった上であえて聞く

んですが、いやいや、このままでええんじゃというお考えなのか、個人

的なものでいいです。あるいは。 

○石 飛 議 長  益田議員に申し上げます。質問の途中でありますが、質問の制限時間

となりましたので、以上をもって質問は終了させていただきます。 

○益 田 議 員  これで、私の一般質問を終わります。 



【速報版】 

 

87 

○石 飛 議 長  おおむね1時間が経過しましたので、ここで換気のため、4時まで休憩

とします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時４８分 休憩 

午後 ４時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 12番 熊高議員。 

○熊高昌三議員  いよいよ最後になりましたけども、皆さんお疲れの顔ですね。もう少

しお付き合いいただきたいと思います。益田議員のように、私舌が1枚

しかないんで、あんなスピード感持ってしゃべれませんけども、頑張っ

てしゃべりますんで、よろしくお願いします。 

 私の今回もかなり数が多いんですけど、6 点、質問を出しております。

順次質問してまいりたいと思います。 

 まず1番、防災についてということで、防災についていろいろ他の議

員さんもおっしゃってましたが、少し私の視点が違うというのは読み解

いていただけたかどうか分かりませんが、読み解いてなかったら、面白

いやり取りになるかなと思って、質問したいと思います。 

 広報あきたかた6月号に防災特集がありましたが、南海トラフ地震防

災対策推進地域の自治体として、本市も上がっておりました。その上で

以下についてお伺いします。 

 南海トラフ地震の影響について、多くの情報が発信されていますが、

安芸高田市での想定をどのように考えているか、お伺いしたいと思いま

す。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対して、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  熊高昌三議員の御質問にお答えいたします。 

 南海トラフ地震についてはいろんな情報が出ております。本によると、

7 月二十何日に来るんじゃないかというような話もあったりしますけど

も、現時点で安芸高田市が想定をどのように考えているかですけども、

南海トラフ地震が発生した場合の本市の被害は、広島県地震被害想定調

査報告書では、最大震度が6弱で建物被害が全壊179棟、半壊899棟、

負傷者79人と想定をされています。 

 発災した当日から一日後にかけて避難者は253人、発災直後の断水人

口は9,335人と想定をされております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  私が聞いてるのは、7月5日4時18分というふうに聞いておりますので、
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夕方ですよ。いろいろ情報ありますけども、そういう情報の中でこの南

海トラフ地震の防災対策推進地域としての自治体というふうにやるとい

うのを、私はいろいろ調べて気がついたんですが、この地域に本市が上

がっているということをもう少し詳しく説明いただけないでしょうか。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  本市がこの地域に指定されているのは、震度6弱の想定がされている

箇所があるからです。津波は想定はされていません。 

 ですので、沿岸地域については津波がありますので、この地域に指定

されますけれども、安芸高田市は震度6弱の地域があるので、この地域

に指定されています。 

 その震度6弱というのは、ざっくりですけれども、向原町の戸島から

甲田町の上小原、下小原の辺り、県道 37 号線沿いの地域がその 6 弱が

想定をされています。ですので、この推進地域に指定がされているとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  少し聞いた中ではやはり芸備線沿線という今おっしゃったような形で、

向原から甲田ということなんですが、あれやっぱり地盤として弱いから

そういう状況になっておるということなんですか。その辺まで分かりま

すか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  そこの理由についてまでは分からないのが実情です。 

 ちなみに、安佐北区には震度6弱がないんですね。安芸高田市よりも

南ですけども、というところからすると、恐らく、揺れやすい何らかの

地質的な構造があるのではないかという、これは推察でしかないですけ

れども、そのように思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  その地域に対しての啓発というんですかね、そういうものはやってお

られないんだと思うんですが、今後そういった啓発活動、そういったも

のはするおつもりがありますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  その地域に特化しての啓発というものは、今のところ考えてはおりま

せんが、この前の広報紙にも載せましたけれども、市全体として旧耐震

の建物は倒壊のおそれがありますので、その耐震性の対策などの啓発を

全市的に行ってまいりたいと思います。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  ぜひそういった情報がある以上は、関係地域に周知ができるような広

報、そういったものをしたほうがいいなと私は思ってますので、その辺

は今後の取組を期待をしたいと思います。 

 2 番に入ります。先ほども管理監おっしゃったように、沿岸部での影

響、特に津波も含めてあるというふうに想定されますが、そのときの安

芸高田市への影響はどのように考えているか、先ほどの答えでもあった

んですけども、改めてお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 津波による広島市の想定浸水面積は安佐南区と安佐北区を除く6区で

約4,000ヘクタールに及ぶとされています。また避難所への避難者数は

発災当日から1日後ぐらいで17万人余りと想定をされています。 

 可能性としては安芸高田市への避難所の受入れの要請があると考えて

おります。また沿岸側の交通麻痺が発生すれば、安芸高田市が自衛隊な

どの応援部隊や物資輸送の中継拠点となることも考えられております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  かなり市長おっしゃったように大変な状況が想定できるんですね。 

 そのときに芸備線沿いは先ほどあったように、少し被害も大きいかな

ということですが、広島市との防災協定というんですかね、そういった

ものも含めて、やはり津波等来た場合は、上根からこっちへのぼってく

る可能性が想定できると思うんですね。そのときの安芸高田市の受入れ、

これは広島市あるいは国等も含めて、県も当然ですが、いろんな連携が

必要になってくると思いますが、その辺のことを想定した防災対策、避

難受入れ体制というのを考えておられるかどうか、お伺いしたいと思い

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 災害時、発災時には、安芸高田市も少なからぬ被害を受けていますか

ら、まずは安芸高田市民への対応に注力をしなければいけないと思って

おります。 

 その上で安全に受け入れることができる避難施設を選定して、市外か

ら避難者を受け入れることが考えられます。 

 また自衛隊などの応援部隊や物資輸送の中継拠点、避難者の受入れに、
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道の駅三矢の里あきたかたを中心とした地域の施設や、安芸高田消防ヘ

リポート、吉田運動公園などが適切な役割を担うものとして今後とも考

えていきたいと思っております。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  先ほども言いましたけど、広島市との協議、そういう受入れに対して

の協定といいますかね、そういったものは今のところはまだやってない

んですか。あるいは国との関係も含めて、これだけ南海トラフのことが

国をあげていろいろ情報発信されてるときですから、安芸高田市として

も自らを守るというのは当然のことですが、同じ自治体として連携する

ということを、もう既に考えておく必要があるんじゃないかなという思

いでここは聞いておりますので、改めてもう一度お聞きしたいと思いま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  県内、広島県と県内の市町で協定を結んでおりますので、広島市と

だけのこの南海トラフのための協定というふうなことは今のところ考え

てはいなくて、県と市町との協定に基づいて、あるいは国との連携に基

づいて、お互いに協力をし合うという関係にあると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  先ほど市長がおっしゃった2番に対しての答えからすると、全体での

協定ではくくれないような大きな動きになるんかなと私は推測して、今

回も伺っておるんですね。ですから一般的な協定で乗り切れるのかどう

かというのを私は非常に心配をしてるんですね。ですから、南海トラフ

を想定した特別な協定、特に安佐南から八千代町に向かっての避難、そ

ういったものをどうするんかという具体的な協議をすべきだというふう

に私は思うんですね。その辺は個別には協議をされてないということで

すか。もう一度お伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  はい、個別に広島市と協議を行っているということはございません。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  私はすべきだと思うんですね。広島県も含めて、国を挙げて今防災庁

も含めていろんな形で動かしていこうというような話がずっとあるのは

やはり、南海トラフ、そういったものを想定した中で、いろいろ心配を

して情報を出してきてるんだと思うんですね。だからその情報に対して

敏感に反応するというのは、大事だと思うんですね。ですからそこは今
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後やっていくべきだと私は思いますが、改めて再度お伺いしたいと思い

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  県と全体の市が協力体制を結んでいるというのは、先ほど紹介があっ

たとおりですけども、熊高議員がおっしゃるように、隣接する市で一番

交流というか動きがある町として、当然、広島市とも個別に協議をする

必要があると思います。その上でバックボーンとして周辺の三次とか庄

原という援護もあるという前提の上でやらんと、うちの市だけで個別に

やるというのはまた難しいものも出ると思いますんで、直近の隣接して

るというところでちょっと密に広島市と協議をしてみようかなと、今御

提案を受けて考えておるところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  三矢の里の道の駅も、防災という観点でつくった経緯もありますんで、

そこが中継地点になるとか、そこだけじゃ間に合わんぐらいの面積です

けども、そういった観点でそこもつくったという意見もあるんで、原発

の事故のときもあそこを想定してというような話もありましたんでね、

そのつくるときの議論としては。副市長はその辺御存じですよね。だか

らそういったことをやっぱり踏まえて、この避難ということを考える必

要があろうと思います。 

 もっと言いますと、災害を利用するというふうにとられたら私困るん

ですけども、防災ということについては予算がつきやすいんだと思うん

ですよ。防災庁云々という時代ですから。であれば、八千代であれば美

術館がありますよね。八千代の丘美術館、これいろいろ動きがあるかも

分かりませんが、そこを避難所として防災としてお金を出せやというふ

うな話をしながら、まちづくりにも生かしていく。災害がなかったら一

番いいわけですけども、あったときには、うちが責任持って何千人かを

受けますよというような協議を広島市あるいは県、国とすべきじゃない

かなという思いがして、今回のことを聞いておるんですが、その辺の受

け止めをもう少し聞かせてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  熊高議員の今日の御提案で、我々今ちょっと不足していたところを御

指摘いただいたんだと思います。そういった意味で八千代町あるいは向

原町が隣接しますんで、そういったところを防災関連で上手く活用でき

ることを、この今の何もない時期にこそ、考えて対応する必要があるん

だろうということですんで、その辺は担当課と議論しながら少し前に進

めてみたいなと思います。 



【速報版】 

 

92 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  今の市長の答弁、検討しますじゃなかったんでよかったなと思ってま

すんで、前向きに進みそうだなと思ってますけども、じゃあ4番に入り

たいと思います。 

 今の関係もあるんですけども、災害関連死の審査体制の条例化が必要

と考えられていないか、これは全国的にいろいろ課題があることなんで

すが、この災害関連死の条例というのが、全国的にもあるとこないとこ、

いろいろ課題が出ておりますが、安芸高田市としてどのように考えてい

るのかというのをまずお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 本市では現在安芸高田市災害弔慰金の支給に関する条例第 17 条によ

り、支給審査委員会を条例化をしております。委員の構成は、医師、弁

護士、その他市長が必要と認めるものとしており、災害関連死が疑われ

る場合には、その中で災害との因果関係について審査をすることとして

います。なお本市ではこれまで災害関連死として弔慰金を支給した事例

はありません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  そうなんですね、弔慰金の部分はあるんです。でも弔慰金の分で対応

できないことが多分起こるだろうという想定で、この災害関連死の条例

化というのが全国的にも課題になっているんだと思うんですね。 

 特に先ほど申し上げたように、広島市といろんな協定を結んだり、広

島市から避難をしてきた皆さんが、災害関連死、大体3か月以内ぐらい

の災害関連死が一番多いというデータもあるようですけども、そういっ

た長期にわたったときに、この条例とかがないといろいろ課題、問題が

出てくる可能性があるんで、これはぜひ弔慰金支給規定ですかね、そう

じゃなしに、この災害関連死という条例をつくるべきだというふうに私

は思いますが、再度お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  現在は災害弔慰金の中の審査会で、支給審査会で対応するということ

になっておりますけども、もうその災害関連死が別途にいるかどうかい

うのをもう少しちょっと具体的に調べてみてですね、その熊高議員のお

っしゃるような個別な条例化が必要と判断すれば、制定するように持っ

ていきたいと思いますけど、もう少しこの研究する時間をいただければ
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と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  あんまり研究する時間はないと思いますんで、早くやってください。 

 では、次に行きます。2番の政策の実行力についてお伺いします。 

 市長就任以後1年に近づいておりますが、政策の企画力、実行性につ

いてお伺いしたいと思います。まず①政策の企画力と実行性について、

現状の評価を伺うということですが、これは教育長にも向けております

よね、だから市長、教育長それぞれ分野が違いますので、お願いしたい

と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  来月の7月7日で就任1年を迎えます。市の置かれている状況は熊高議

員も御存じのとおり、様々な課題が山積しております。 

 企画力と実効性という問いでありますけども、職員と一緒になり、前

例踏襲でなく、まさに熊高議員の選挙中のキャッチコピーであった継続

と改善を実行をしているところです。 

 石丸前市長の施策で追随しているとしている点もありますし、まさに

その部分についてはまさに継続が必要の事業だろうという判断で続けて

おりますし、また認定こども園あるいは中学校統合問題、前に進めてお

ります。 

 またＪＡ厚生連の吉田総合病院に対する地域医療体制の対応、あとイ

ンフラ施設の維持修繕等、引き続き限られた財源の中で持続可能な市政

運営に当たるように努力をしてまいるつもりでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  引き続き、猪掛教育長。 

○猪掛教育長  教育行政におきましても課題は数多くございますが、限られた予算

の範囲内で最大の効果を生み出すということをするためには、事業の選

択と集中が必要だと感じております。 

 具体的には、毎年度の予算編成におきまして、各課題に対応した政策

について協議をし、事業を組み立てて実行するということを、そういう

実行するということを認識しております。しかしながら、特に教育に関

わっては政策の効果が現れるまで時間を要する課題も多くあります。私

としては、課題の設定方法なども含め、まずは現状をしっかり把握して

いきたいと考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  とりわけ政策の企画力というんですね、これまで1年近く藤本市長の

政治姿勢を見てきましたが、昨日から今日もずっと、検討しますとかも

う少し時間がかかりますとか、そういったことが非常に多いんですね。
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だから、そういった面からすると、やはりリーダーとして方向性をしっ

かり示していくという企画力が必要じゃないかなと。それがあって、職

員全体が動いていく、そういった見方を私はさせていただいております。 

 細かいことで言えば、私、4 月から常会の区長をやらせていただいて、

広報を配ったり、議会の広報、議会の広報今回から横書きになりました

んで、評価をしてみてくださいというような話をしながら聞いたんです

が、うちの常会だけで三つぐらい不満が出てきました。一つは、県道の

式敷から川根に通じる狭い道ですけど、あそこへ建設は知ってると思い

ますけども、枯れ木がずっと垂れとるんですね。もう 2 年ぐらい、1 年

以上前に言ってるんだけど、まだ大丈夫でしょうということだけど、

日々皆さんはいつ落ちるんかなという感じで下を通るんですね。私も言

ったんですが、市民の人も直接建設部の話をされたんでしょうが、建設

部は取組遅いですかねと言って、部がその者が言われたというのを常会

の人が言ったんですよ。私は、部長なんかよく知ったんで、そんなこと

はないんだろうと思いますけども、それがあったりして。 

 もう一つは、今日も出ましたが、9時開庁時間について、8時58分に

行って9時を待って窓口へ行ったら、まだ朝礼中ですからちょっと待っ

てくださいと言われたらしいんですよ。何のためにと言ったらあれない

ですけども、8 時半から余裕を持って準備をしてやるんかというような

ことができてないと、あるいは保健関係、福祉保健部で言えば、保健関

係の請求書が間違っていったりとか、そういう細かいことがうちの常会

だけでもそれだけ出てきたんですよ。だからそういうところがやはり安

芸高田市としての組織としての動きがどうなんだろうかというふうに市

民も見ておるということだと思うんですよ。私も当然そんなふうに見て

おりますので、その辺のことをトップとしてどのように考えているか、

お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  3点ほど今御指摘をいただきましたけれども、県道については速やか

に対応するようにしなくてはいけない、組織ではないといけないんです

けどできてないということと、9時になったんでまだ朝礼をしておるか

らというのは、これはちょっと初めて聞いた案件ですけども、この辺は

しっかりと職員のほうへ徹底をしていきたいと思います。 

 請求書の誤配布という感じですかね、要するに本人宛てでないものが

来たということでしょう。これは私のほうにも報告が上がってきた案件

だと思います。こういったことがないように、やはりヒューマンエラー

でやるというのが一番許されないことですんで、その辺は徹底できるよ

うに職員のほうにもしっかりと指示をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 



【速報版】 

 

95 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  これは市長部局、教育委員会も同じ視点が必要だろうなと思うんで、

石丸さんがやってこられた、石丸さんというよりか、浜田さんの時代か

らね、やってこられたのが、毛利元就公、毛利郡山城のことはもうずっ

と前からやってこられた、吉田町時代から、それを継続してやってる。

神楽、これも浜田さんの時代に高校の神楽も含めて継続して発信してき

た。それが万博にまでつながっていったということですね。 

 もう一つはサッカー、これも中心的にやってきた、この三本柱でいわ

ゆる今日もあった関係人口とか活性化をしていこうというのが大きな狙

いでやってきたんですね。 

 これが、石丸さんのときに浜田さんの流れをある程度進化させてきた

んだけど、この1年、その進化がどっちへ向いておるのかっていうのが

ちょっと私には見えてこないんですね。昨日もありましたが、万博へ行

った神楽を今後どうするんかとか、毛利元就公の墓所もかなり荒れてい

る、これをどうするのか。あるいは、サッカーのほうも芝生を換えたり

してよくなったという、これをどう生かしていくのか、というのがちょ

っとこの1年見えてきてないんですね。 

 その辺を教育長も含めて、もう少し深掘りをして聞いてみたいなとい

う気がします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  神楽の部分については、そういう長い歴史の、取組の歴史の中で、万

博の公演までこぎ着けておると、これはこのまま終わらすわけにはいか

ないので、引き続き関西圏へのプロモーションというのは、引き続きか

けていきたいなと思っております。 

 今、湯治村とか安芸高田市で来られる方でも、やっぱり近畿圏の方が

増えてるという数字も出てますんで、東京公演という希望もありますけ

ども、当面は安芸高田市とすれば、関西圏へ絞ってプロモーションをか

けていきたい、神楽を広めてそれを関係人口へつなげていきたいという

思いでおります。 

 そしてサッカーについては、今度天然芝を換えるという今プロジェク

トを考えておりますんで、そちらをしっかりとしていく、そしてサンフ

レッチェのユースあるいはアカデミーというようなものを協議をしなが

ら、誘致をしながら、サッカーのまちとしての顔もしっかりと根づかせ

ていくという取組をこれからもしていこうと思っております。 

 ただ一足飛びに結論が出ない事業ですので、このサッカーについては。

これは一つ一つステップを踏んで実現をして、ああ、こういうことだっ

たんだなということを皆さんに、いつかというか披露できるときが来る

と思っておりますんで、今はその準備段階にあるということで御理解を

いただきたいと思います。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  猪掛教育長。 

○猪掛教育長  今御指摘いただいた三つについては、三本柱であることは変わりな

いと思います。やはりこれまで安芸高田市が持っているその文化の継承、

それから文化財としての魅力、そういったものをいかに社会教育、生涯

学習とかいう大きな枠の中でも活用していけるかと、そういうコンテン

ツとして仕上げていく必要があるのかなと思います。 

 サッカーについても、社会体育とのつながりも大きくありますので、

子どもたちへのサッカー教室、あるいは一般の方を対象とした何かそう

いう活用の方法、そういうことも探っていけるんではないかというふう

に可能性を感じております。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  ぜひとも新しい流れを見える化してほしいなと、それからこれまで積

み上げてきたものを、今の現役の皆さんがどうしていきたいのか、市民

に示す必要があると思うんですね。議会の私が分からないということは、

市民にはもっと分かりにくいんだと思うんですね。そこのところを今日

はぜひとも受け止めてほしいということで申し上げてます。 

 特に、昨日児玉議員が向原高校のこともおっしゃってましたけども、

高校を存続するということはかなり難しい課題ですよ、はっきり言って。

その中で県立高校だという議論も昨日随分ありましたけど、藤本市長の

出陣式で県会議員の先生が私が議長に言ったら何でもできるよって言い

よったんで、ぜひ話しに行ってほしいなと思うんですが、県会議員は動

いてないんですか。あるいは国会議員も、郵便局を全部支所として運営

できるんだというようなこともお話ししておられたらしいんですけど、

これは全部発信してますからね。政治家の言葉というのは冗談じゃ済ま

んのですよ。そういったことも含めて、やはり前向きに受け止める必要

があるんだろうなという気がします。 

 高校についても、中学校の統合問題もありますから、複合的にやっぱ

り考える必要があると。三次が中高一貫の学校をつくったりとかいうの

がありますし、やはり今までと違う発想で物事考えていかないと、そこ

でストップしてしまうと思うんですよね。 

 そういったことが、ぜひとも政治家藤本悦志市長として、リーダーと

して発揮してほしいなという気がするんですが、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  熊高議員に申し上げますが、発言には責任を持っての質問、固有名詞

は出ませんでしたが、人が確定できるような発言も含めて、責任を持っ

た質問であったという認識でよろしいですか。 

○熊高昌三議員  もちろん。 

○石 飛 議 長  市長、答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  私の選挙で応援された方の今御紹介いただきましたけど、それぞれの

立場で動いてもらってるということで私は理解しておりますし、郵便局

の関係がどうのこうのというのがありましたけども、それも支所機能の

見直しで力を発揮してもらうように総務省とも今連携を取っております

ので、そのうち形としてお示しができると思います。 

 そういった意味で、様々な点はそういった関係の方々と力を借りなが

ら、私一人ではできませんので、確実に成果に結びつけていくために、

今努力をしている途中ということで御理解いただきたいと思います。 

 そして吉田高校、向原高校の件ですけども、県立の高校が二つあると

いうのはなかなかこの規模のまちであるというのは大変なことだと思っ

ております。しかしながら、現在そこに通っているお子様もいらっしゃ

ることですし、県立だからどうにもなりませんという切って投げるよう

な行政としても責任は中途半端な無責任なことはできませんので、でき

ることをしっかりとやっていくというのが私の今取るべきスタンスだろ

うと思ってます。 

 そのために県議の力をお借りするとか、国の力を借りる、あるいは県

教委というふうなところもしっかりと連携をしながら、方向性を出して

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  先ほど申し上げた複合的な視点というのを持たないと、単発で今何か

できるという時代じゃないと思うんですね。 

 昨日から今日、各議員の皆さんがいろいろ提案も含めて話をされまし

たが、16 人に対して 20 倍以上の職員もおるわけですから、そこらが 1

人1人がそういった視点で取り組めば、もっともっと新しいアイデア、

その政策が出てくるような私は気がするんでね、それは藤本市長という

リーダーのその力を引き出す役目だと思うんですよ。 

 たまたま昨日ですかね、フロントラインという映画を見たんですけど、

ダイヤモンド・プリンセス号ですかね、コロナの出たときの映画を、実

写じゃないけど、実際に基づいてつくった。ここでリーダーと現場を預

かる人のやり取りというのは非常に参考になるものがあって、やはりリ

ーダーというのはぶれないけども、柔軟性を持った対応という、現地に

あったですね、現場はもう命をかけてやるんだというような状況を、映

画の中で表現してましたけども、そういったやはり小さい自治体であっ

てもそれぐらいの覚悟が必要だと、リーダーとしては、その市民の命を

預かる、あるいは将来を預かるリーダーとしてはそのぐらいの覚悟が必

要だというふうに私は思うんですね。 

 その辺を含めてもう一度、政策企画という点でリーダーシップをとっ

ていけるというリーダーになってほしいと思うんですが、いかがでしょ
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うか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほど紹介した映画、そのとおりの内容内容だと思います。リーダー

には孤独で最後は決断をしなくてはいけないということで、安芸高田市

の方向を間違えることなく進めるために、職員の力を借りながら、議員

の皆さんの力を借りながら、最終的には私が判断し間違うことない方向

に進めていきたいという決意を持って、市長選にも臨んでおりますので、

そういった方向で今後もやっていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  教育長にもう一点お伺いするんですが、教育長の立場で言えば、以前、

生理の貧困ということで質問したことがあるんですが、柳川さんは御存

じかな、忘れた。覚えてる。そのことをなぜ今頃言うかっていったら、

こないだ新聞に府中市ですかね、そういうのをやったというのが大々的

に中国新聞に出てたんですよ。うちはどうなってるんかなというのをち

ょっと聞きたいんですけども。はい。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 柳川教育次長。 

○柳川教育次長  生理の貧困の件に関しましては、令和5年の6月議会で熊高議員から御

質問があり、教育現場の実態をどのように捉えているかということであ

ったと思います。 

 当時の教育長答弁で、機会を捉えて学校職員と協議をしてみると、実

態を把握してみるという答弁であったというふうに思っております。 

 その後ですね、令和 5 年の 10 月になりまして、女子トイレ内にその

生理用品を設置をしてくださいという依頼を各学校に通知をいたしまし

て、結果、その10月、あるいは遅くても11月中には全ての学校に設置

をされているという状況でございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  たまたま少し前に、今置いてあるんですよというのを聞いたんですよ。

だから、自分が知らんだけだったのかなと思って。だから府中市みたい

に、うちはやってるんですと言って、もう少しＰＲすべきじゃないかな

と。それはいいことですから、子どもたちもよそから見ても安芸高田市

ってそういうこともやってるんだということになると思うんですね。 

 それをなんでＰＲしなかったのかなという気がするんですが、その辺

はされたんですか、されてないんですか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 
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 柳川教育次長。 

○柳川教育次長  外向けにはちょっとＰＲができてなかったかと思います。ただ校内で

は保健だよりに掲載をしたり、あるいはトイレに表示をしたいというこ

とで周知はできているかと思うんですが、外向けのことについては、ち

ょっと対応できてなかったかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  熊高が言ったんだけ、ほっとけんと思ったんじゃないでしょうか。 

 じゃあ、次に入ります。2 番の組織や職員の体制は十分かということ

でお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  組織の体制については、重点政策の推進、事務事業の効率化及び組織

のスリム化等を進めております。 

 今年度より重要施策や総合調整機能を強化し、スピード感のある対応

を求めるため、進めるために政策統括監を設置し、政策の実行に取り組

んでいるところです。こうした体制により全職員が一丸となり、職務に

当たってくれております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 引き続き、猪掛教育長。 

○猪掛教育長  教育委員会の方でも課題様々ございます。ただ現段階で私のほうで

組織や職員の体制についての評価はできていません。現状の把握と合わ

せて見極めていきたいというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  藤本市長には先ほども言いましたが、もっとスピード感を持ってほし

いということで、検討しますということじゃなしに、ずっと議場で職員

の皆さんの顔を見よったんですけど、今パソコンみんな見るんでね、表

情があんまりよく分からんのですけども、何となく何を考えてるのか分

からんなという、私の個人的な見方ですよ、市長何を言うんだろうか、

何か言ったら自分のほうできちっとせなきゃなという、そういう緊張感

が私には見えんかったんですよ。ということはやっぱりリーダーの一挙

手一投足ですかね、それを見て職員が動くという雰囲気が私には感じら

れないということなんで、そこらを今後リーダーとして高めていってい

ただきたいなという気がしておりますので、改めてもう一度確認したい

と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 



【速報版】 

 

100 

○藤 本 市 長  職員がどのような気持ちでこの場に座ってくれてるかいうのは、私も

察しかねますけども、私の言うことを聞きながら、しっかり支えようと

いう思いでおってくれると私は思っております。そういった意味で一丸

となって前に進めている気持ちでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  引き続き、教育長も。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  教育長はまだ間がないんで、もう少し時間を空いてからやりましょう。 

 じゃあ、3 番に入ります。職員の実行力をどう評価していますかとい

うことで、先ほどの議論の中にもいろいろありましたが、改めてお伺い

したいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  職員は、持続可能な安芸高田市のために本当に市政に対する強い思い

を持って不断の努力を持って、この難局を乗り切ってくれるように、乗

り越えていけるものと私は評価をしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  私のほうでは、職員についてはそれぞれの課題の背景や取組の方向

性など、常に共有し、組織的に対応するよう意識付けをしております。 

 良好なコミュニケーションのもと、個々の持つ能力を発揮しながら、

実行力を高めてほしいと考えております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  大枠の3番に入ります。ごみ処理について芸北広域きれいセンターの

ごみの減量化にあらゆる取組が考えられていますが、次について伺いま

す。まず1番、生ごみの減量化の取組についてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 生ごみの減量化への取組としては、安芸高田市と芸北広域施設組合と

共同事業として、安芸高田市で処理された竹チップを利用した生ごみリ

サイクルコンポストバックの講習会を開催をしております。 

 昨年度は夏休み親子教室などを開催したほか、大人のためのごみ見学

会においても、参加者にコンポストバッグの配布と使用説明を行い、生

ごみ減量化への普及啓発を行いました。 

 今年度もコンポストバック講習会等の開催を計画しており、先月、第

1回目を実施したところです。 

 以上です。 
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○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  生ごみの減量化が必要だというのは、生ごみは水分が8割ですかね、

だからその8割の量を先ほど市長がお答えいただいた竹チップ堆肥でか

なり水分を飛ばしていくという形で取り組めばということで、民間の皆

さんがやっておりますけども、その中でその堆肥化したものをどこにど

う使うかということも課題なんで、これはいろいろ話をするのには、ご

みの回収を各拠点でしてもらいますね、そこに出してまた回収してもら

えばというようなことも一つは考えとしてはあるんですが、それはもっ

ともっと議論する必要があると思うんですが、取りあえずは水分の8割

の減量、半分40％にしてもかなりごみの減量化、あるいは水分を飛ばす

ための焼却燃料、あるいは炉の問題、そういったものも出てきますんで、

そのことをもっともっと本格的に市が主導しながらやっていただきたい

なという気がするんですが、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  その点について、今度新しく広域で、この前も繰り返しになりますけ

ども、広域化のごみ処理施設、三次市とのやるという中で、新たなごみ

処理の体系も考えていく中で、当然こういったものも加わってくると思

いますんで、そういったところも合わせながら考えていきたいと思いま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  熊高慎二議員もおっしゃった落ち葉のことなんかも、一緒の流れなん

です、基本的には。そういったところを包括的に取り組んでいただきた

い。 

 今市長の答弁の中であったように、広域的な取組を三次市とするとい

う形で新聞にも出ましたが、ほぼやるんだというような雰囲気で出たよ

うに私は思ったんだけど、この間、全員協で聞いたときは、これから具

体的な検討するんだということですが、どのくらいまで固まっとるかと

いうことを言えるんかな、今日。その辺をもう一度確認しておきたいん

ですけども。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  決定事項については、この前全員協議会でお示しをした内容です。新

聞の記事は少し何かそういう雰囲気に取られるところもあるかなと思い

ますけども、内容については我々は承知しているのは、全員協議会でお

話ししたことしか分かっておりませんし、今から事務レベルで積み上げ

ていくように聞いております。 

 以上です。 
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○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  マスコミに出ると、いろいろそれが事実というふうになりやすいんで、

慎重に出していただきたいなと。我々議員が知ってないような雰囲気の、

もう決定事項みたいな雰囲気が読み取れたんで、そこまで。 

○石 飛 議 長  熊高議員に申し上げます。通告に沿った質問をお願いしたいと思いま

す。 

○熊高昌三議員  今はごみ関係なんで。 

○石 飛 議 長  今は、広域連携の話になってますよ。 

○熊高昌三議員  だから、ごみ処理場でしょって。 

○石 飛 議 長  じゃあ、ごみ処理場の件に話をふくらます前で、ごみ処理についての

質問をお願いします。 

○熊高昌三議員  市長が答えてくれたから、それに対して私が付け加えて質問してるん

です。ごみ処理場のことは私が言ったわけじゃないですよ、最初に。市

長が答弁した中で、ごみ処理の広域化があるというのをおっしゃったか

ら、私がさらに付け加えて質問したんですよ。違いますか。 

○石 飛 議 長  今が3市町の話の質問されてますよね。それは、このごみ処理につい

てではないじゃないですか。 

○熊高昌三議員  いやいや、市長が答えられたから、それに対して付け加えて質問した

んです。答弁に対して質問するというのは当たり前でしょう。 

 議長が言われるんならもう言いませんから。分かりました。 

 じゃあ、次に行きます。2 番のほうのプラスチックごみの分別と資源

化についてお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 芸北広域きれいセンターでの組成調査の結果によりますと、燃えるご

みの約 45％が生ごみ、そして約 14％がプラスチック類となっており、

生ごみとあわせてプラスチック類の資源化が進むことによりごみ量を半

分に減少することができると思っております。 

 現在、プラのマークのついているプラスチック製容器包装について分

別回収をしておりますけども、新しく制定されたプラスチック資源循環

促進法にも対応する必要があり、現在検討している段階です。 

 まずは現在のプラスチック製容器包装の分別方法についての広報、芸

北広域きれいセンターでの見学会を通した啓発活動を実施し、分別化を

推進するとともに、ごみの減量化を図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  6月の市の広報でしたかね、表紙にごみのプラスチックの分別をされ
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てるところがあって、いやあ、そこまでまだやるんだなというのを見て、

逆にもう少しごみで出す前に分別ができる方法はいっぱいあるんですね。

だからその辺をもう少し児玉所長もいろいろ工夫していただいてますが、

やはり市民が協力しないとできないということなんで、その辺の分別プ

ラスチック関係だけで言えば、うまくやれば資源化できるものも随分あ

るんですね。あそこで分けたものを資源として売るということもされて

おりますけども、その辺をもう少しうまくやれば収益にもなるし、いろ

んな手間暇が要らないということにつながってくると思うんで、その辺

のことを少し触れたかったんですよ。もう一度その辺について、お答え

いただきますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おっしゃるとおり、分別が細分化して細かく細かくして出せば、一番

行政としても手間がなく、分別がリサイクル資源化が進むんですけど、

これはおっしゃるとおり市民の皆さんの意識と御協力がないと、市が音

頭を取っても、ぐちゃぐちゃにして出されるような状況では前に進みま

せんので、その辺はしっかりと時間、これこそ本当に時間がかかる啓発

だろうと思うんですけど、していく必要はあると思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  次の4番に入ります。コンプライアンス。 

○石 飛 議 長  質問の途中でございますが、お諮りいたします。本日の会議時間は議

事の都合により、延長したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

   （異議なし） 

○石 飛 議 長  異議なしと認め、会議時間を延長いたします。 

 失礼いたしました、引き続き質問をお願いします。 

○熊高昌三議員  もう一度言います。4番のコンプライアンス、法令遵守の条例につい

て、令和3年度12月議会でコンプライアンス条例の提案が否決されてお

りますが、その後の取組と考え方について伺います。 

 ①番、2024 年 7 月 4 日更新のカスハラ基本方針が示されております

が、コンプラ条例等の条例制定が望ましいと考えておりますが、現状に

ついてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  コンプライアンス条例の制定については、現時点でも必要性を感じて

おります。そのため現在、前回上程した際の否決の理由を整理するよう

指示をしているところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 
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○熊高昌三議員  その理由はまだ掌握されておりませんか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  一応上がってはきてるんですけど、もう一度その辺をしっかりと担当

課と整理をする必要があるというところで、少し時間をいただいており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  では、次の5番に入ります。山根温子議員の名誉毀損訴訟判決につい

て、2025年4月、石丸前市長に対する名誉毀損裁判は安芸高田市への賠

償命令が確定し、市長が記者会見で対応を述べられております。 

 ①石丸前市長に対し、市が支払った賠償金を含む 33 万円の損害請求

は行われないか、これは山本議員の答弁で聞いておりますので、もう結

構です。 

②番の山根温子議員の名誉回復は市としてどのように対応するのか、

お伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 改めまして山根温子議員にはこの4年間、長期にわたる裁判、そして

公私にわたる様々な御苦労に対し、市として大変申し訳なく思っており

ます。このことは記者会見あるいは全員協議会の場でも発言をさせてい

ただくところであり、市長である私自らの発信が名誉回復につながるも

のと考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  広報等にきちっとページを割いて出すつもりはありませんか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この求償の手続に入る、あるいはしないと、いろんな結末があると思

います。そういったのが固まった時点では、何らかの形で市民の皆さん

に御報告する必要はあるかと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  何らかの形という中途半端な物言いでなしに、これは原因があってこ

こまで来たわけですから、一番最初の原因はこの議場で居眠りをしたと

いうことから始まってるわけですよ。そのときに市長が注意をしたこと
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から始まって、全員協議会へ石丸市長を呼んで話をした。それが、公の、

いわゆるオフレコの会がテープに録音されて、それが一人歩きをしたと

いうふうになっております。 

 そういったことも含めて、原因をきちっと整理しないと、こういった

課題というのはまた起きてくる可能性があります。そういったことを含

めて、市の広報できちっと明らかにして、最終的に山根議員の名誉が回

復できるように、そういうことを私は望みたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  裁判の事実に基づいてのまとめというのはする必要があると思います

んで、そこは事実に基づいて正確なものを広報で発信をしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  最後の6番のＲＶパークについてお伺いします。 

 近年車旅の皆さんに対するＲＶパークやゆうゆうパークなどの需要が

高まっていると考えられ、次についてお伺いします。まず1番として、

安芸高田市の現状についてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 一般社団法人日本ＲＶ協会が一定の条件を満たした施設を認定登録し

たＲＶパークについては、安芸高田市には現在ありません。ゆうゆうパ

ークは神楽門前湯治村とたかみや湯の森が登録をされております。神楽

門前湯治村とたかみや湯の森で年間100件くらいの利用があると伺って

おります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  今市長おっしゃったように、2か所がそういう場所になっておって、

遠方から来られた方がどこに泊まられたんですかと言ったら、いや車で

泊まったんですよという話で、今おっしゃった2か所を活用されたんだ

と思います。これは関係人口いろんなもの、経済効果も含めて、関わり

が出てくると思いますので、これは広めていただきたいなと思います。 

 だから、言うだけじゃなしに、道の駅とかそういったものがいろんな

条件があるんでしょうから、その辺はどんなふうにできるのかというこ

とも含めて、お伺いしたいということは②に入りますね。②のほうの今

後の取組についてお伺いしたいと思います。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 ＲＶパークについては需要が高まっているということは認識をしてお

ります。市として、これまで市営のキャンプ場などを民間に移行するな

ど、施設の削減を進める中で、民間事業者の力を借りてキャンプ場の再

整備などを行ってまいりました。結果、民間活力によって県内でも有数

のキャンプ施設のまちとして知られております。多くの施設は指定管理

や民間移行しておりますので、運営者が登録のための条件整備をしてで

もメリットがあると判断し、施設改修などの相談があれば話を聞いて前

に進めたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 熊高議員。 

○熊高昌三議員  以上で私の質問を終わります。 

○藤 本 市 長  以上で、熊高議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回は、6月27日午前10時に再開いたします。 

 本日はこれにて散会いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時５８分 散会 
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